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竹
田
市
で
は
、
畜
産
振
興
の
発
展
を
め
ざ
す
た
め
「
竹
田
市
肉
用
牛
生
産
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
を

昨
年
��
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
今
月
号
は
、
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

口
蹄
疫
と
は
？

　

口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
急

性
熱
性
伝
染
病
。
牛
や
豚
に
感

染
し
、
口
、
舌
、
ひ
づ
め
に
水

疱
が
で
き
、
食
欲
不
振
や
足
の

ひ
き
ず
り
に
よ
る
生
産
性
低
下

が
、
畜
産
経
営
に
壊
滅
的
な
打

撃
を
与
え
る
病
気
。

口
蹄
疫
が
発
生

危
機
管
理
意
識
を
高
め
、

命
の
産
業
を
守
る

　

竹
田
市
は
、
市
長
を
本
部
長
と

す
る
「
竹
田
市
役
所
口
蹄
疫
対
策

本
部
」
を
設
置
、
24
日
に
第
１
回

の
本
部
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
市
は
４
月
に
問
題
発
生
以
来
、

竹
田
市
肉
用
牛
生
産
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
会
長
：
竹
田
市

長
）
を
通
じ
た
消
石
灰
や
消
毒
液
、

消
毒
槽
の
該
当
畜
産
農
家
へ
の
配

布
に
加
え
、
竹
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
よ
る
具
体
的
対
策
の
放
映
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
県
や
隣
の
豊
後
大

野
市
な
ど
と
連
携
を
密
に
し
、
引

き
続
き
防
疫
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

風
評
被
害
を
恐
れ
ず

適
切
な
口
蹄
疫
対
策
を
！

国
県
市
で
も
対
策
が
協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
冷
静
な

対
応
を
お
願
い
し
ま
す

こ
の
対
策
本
部
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
と
連
動
し
、
竹
田
市
口
蹄
疫

総
合
対
策
本
部
に
格
上
げ
す
る
中

で
情
報
収
集
や
情
報
共
有
、
更
に

は
大
分
県
内
に
発
生
し
た
場
合
の

防
疫
対
策
に
つ
い
て
、
協
議
を
深

め
ま
す
。

　

今
、
恐
ろ
し
い
の
は
風
評
被
害

で
す
。
こ
の
問
題
が
一
刻
も
早
く

終
息
す
る
よ
う
に
、
全
市
を
挙
げ

て
対
応
し
て
い
ま
す
。
飼
養
農
家

の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

冷
静
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
役
所
口
蹄
疫
対
策
本
部

　
（
畜
産
振
興
室
）

　

☎
76
ー

１
０
１
０

未
来
を
見
す
え 
牛
と
生
き
る

Q.  牛肉や豚肉を食べたり、牛乳を飲んだりして口蹄疫に
　   かかることはありますか？
Ａ．牛肉や豚肉を食べたり、牛乳を飲んだりしても口蹄疫にかかることは

ありません。他の偶蹄類動物にうつさないようにするため、口蹄疫が
発生した農場の家畜は殺処分して埋却する（埋める）とともに、発生
した農場周辺の牛や豚の移動を制限しています。このため口蹄疫にか
かった家畜の肉や乳が市場に出回ることはありません。

（農林水産省ホームページより）

『
竹
田
市
役
所
口
蹄
疫
対
策
本
部
』
第
１
回
本
部

会
議
（
５
月
24
日
）
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８
つ
の
課
題
検
討
で

見
え
て
き
た
も
の

　

県
下
で
最
も
多
く
肉
用
牛
繁
殖

雌
牛
を
飼
養
す
る
当
市
に
と
っ
て

の
畜
産
は
、ま
さ
に
「
命
の
産
業
」

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が

経
済
不
況
に
よ
る
市
場
価
格
の
低

迷
や
経
費
の
高
騰
に
加
え
、
宮
崎

県
で
発
生
し
た
「
口
蹄
疫
」
問
題

が
そ
の
経
営
を
非
常
に
深
刻
な
状

況
に
陥
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

暗
黒
の
包
囲
網
を
突
破
す
る
た

め
、
３
月
号
で
も
お
伝
え
し
た
と

お
り
、
竹
田
市
長
を
会
長
と
す
る

「
竹
田
市
肉
用
牛
生
産
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
が
、
昨
年
11
月

に
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
が
８
つ
の
課
題
を
抽

出
、
下
部
組
織
の
幹
事
会
を
６
班

に
編
成
し
、
各
班
が
検
討
し
た
結

果
が
表
１
の
と
お
り
で
す
。（
一

部
複
数
担
当
）

　

畜
産
振
興
の
道
の
り
は
、
予
想

以
上
に
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
、
課
題
解

決
に
向
け
た
、
幹
事
会
の
地
道
な

取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

厳
し
い
時
代
だ
か
ら

こ
そ
夢
を
抱
く

　

逆
風
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
風

が
強
い
ほ
ど
高
く
飛
翔
す
る
凧
の

よ
う
に
、
今
、
私
た
ち
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
暗
黒
の
闇
に
身

を
潜
め
る
の
で
は
な
く
、
客
観
的

に
状
況
を
精
査
し
つ
つ
も
、
プ
ラ

ス
思
考
で
物
事
に
あ
た
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

当
然
そ
こ
に
は
、
逆
転
の
発
想

も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
こ
の
低
価
格
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
繁
殖
雌
牛
を
導
入
し
、

増
頭
に
挑
む
の
も
１
つ
の
方
策
で

す
。

　

ま
た
、
視
点
を
変
え
る
努
力
も

必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

繁
殖
経
営
が
主
体
の
地
元
の
畜

産
農
家
に
と
っ
て
、
豊
後
牛
と
し

て
育
て
た
子
牛
が
、
県
外
肥
育
農

家
等
の
手
で
、
最
終
的
に
他
の
ブ

ラ
ン
ド
牛
に
変
身
す
る
話
は
有
名

で
す
。

　

そ
こ
に
は
、
豊
後
牛
ブ
ラ
ン
ド

に
こ
だ
わ
る
地
元
生
産
者
の
希
望

と
、
豊
後
牛
で
は
売
れ
な
い
悲
し

い
現
実
が
同
時
に
横
た
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

肥
育
施
設
の
県
内
新
設
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
肥
育
経
営
ま
で
含

め
た
新
た
な
視
点
や
豊
後
牛
以
外

の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
も
、

重
要
視
さ
れ
る
未
来
に
向
け
た
戦

略
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

個
別
に
で
き
る
こ
と
、
地
域
全

体
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
し
っ

か
り
と
確
認
し
、「
命
の
産
業
」

の
再
生
に
向
け
、
行
政
と
民
間
が

強
固
な
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
必
ず
や
勝
機
は

訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

㈱まるひで 代表取締役

小野 秀幸

肥育施設の将来構想も
～くじゅう高原牛というブランド確立も視野に入れて～

　この度、縁あってガンジーファーム（久住町）を経営
することになりました。今は施設の整備や野外ライブの
休日開催など、観光面の充実を図っています。
　畜舎の整備が終わったら、将来的には黒毛和牛の肥育、
例えば「くじゅう高原牛」というブランド名を確立する
ような考えもありますが、まずは安全安心で、信頼され
る経営をしっかりやっていきたいと思います。竹田市の
皆さんには、施設の宣伝をお願いします。それに恥じな
いサービスに心がけ、健康や安全を重視した地域貢献を
念頭に、地域に愛される施設をめざします。
　これからも気楽にアドバイスをお聞かせいただきたい
と思います。

同社（本社：大分市）は食肉業務用の卸
しや小売を手がけ、湯布院牛のブランド
で肉用牛の肥育にも取り組む県内優良企
業です。
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活気のある市場の再開も待ち望まれる

■幹事会が取り組んだ課題と検討結果（表１）
№ 課　　　題 検討結果
１ 新規肥育施設の設置 継　 続
２ 県所有の肥育施設の設置要望 継　 続
３ 豊後牛肉の販売とブランド化の推進 一部可能
４ 受精卵移植の取り組み 調 査 中
５ 優良種雄牛の精液導入 検 討 中
６ 種雄牛の造成 検 討 中
７ 畜産資材の低コスト化 継　 続
８ 市場の活性化 要望集約
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新
し
い
道
が
あ
ら
た
め
て
始
ま
っ
て
い
る

久
住
の
父
が
思
い
描
い
た
浪ロ

漫
マ

ン

再
び

草
深
野
　
こ
ゝ
に
あ
ふ
け
は
　
国
の
秀
や
　
久
住
は
た
か
し
　
雲
を
う
み
つ
ゝ
　（
北
原
　
白
秋
）

大
い
な
る
　
師
に
ち
か
づ
く
と
　
似
た
る
か
な
　
久
住
の
山
に
　
引
か
る
る
心
　（
與
謝
野
　
寛
）

九
州
の
　
あ
る
が
中
に
も
　
高
嶺
な
る
　
久
住
の
裾
野
　
う
ら
が
れ
に
け
り
　
　（
与
謝
野
晶
子
）

　
久
住
高
原
に
建
て
ら
れ
た
歌
碑
の
一
部
で

す
。
ま
だ
ま
だ
数
多
く
の
歌
碑
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
数
多
く
の
文
人
た
ち
が
訪
れ
、
詩
情
を
募

ら
せ
た
証
し
な
の
で
す
。

　
さ
て
、
合
併
前
の
竹
田
市
（
１
市
３
町
）
の

観
光
客
は
年
々
増
加
を
し
て
き
ま
し
た
。
特
に

久
住
高
原
は
、
近
年
の
自
然
志
向
と
重
な
り
、

牧
場
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
に
は
、
観
光
客
が

飛
躍
的
に
増
加
し
、
市
内
の
観
光
産
業
の
牽
引

役
を
演
じ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
15
年
度
を
ピ
ー
ク
に

そ
の
数
値
は
減
少
。
さ
ら
に
、
世
界
同
時
不
況

が
も
た
ら
し
た
消
費
の
低
迷
が
観
光
産
業
に
暗

い
影
を
落
と
し
続
け
て
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
再
生
の
口
火
を
切
っ
た
の

は
、
昨
年
の
冬
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
期
の
観
光
客

数
の
底
上
げ
と
し
て
、
起
死
回
生
の
策
と
し
て

生
ま
れ
た
、
く
じ
ゅ
う
花
公
園
の
『
光
フ
ァ
ン

タ
ジ
ア
』。
花
公
園
内
の
彩
り
の
丘
を
舞
台
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
に
よ
る
西
日
本

最
大
の
光
の
花
畑
を
演
出
。
家
族
連
れ
か
ら
若

い
カ
ッ
プ
ル
ま
で
、
多
く
の
見
物
客
が
連
夜
に

わ
た
っ
て
訪
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
花
公
園
の
経
営
は『
株
式
会
社
花
公
園
』

↑「第28回久住山岳滑翔大会」（久住滑空場）　
　  新緑の眩しい久住高原の空をグライダーが悠々と
  　飛んでいました。

久住を愛し、久住のために
生涯を捧げた、久住の父
　久住郵便局長・久住町長・久住公民館
長などを歴任する間に、久住山の国立公
園指定に向けた運動をはじめ、開発、紹
介・宣伝・登山の奨励、自然愛護思想の
普及等に生涯をかけて、その情熱を注が
れた。久住を訪れた歌人与謝野夫妻、北
原白秋等の文人墨客を案内もしている。
　「久住の父」と称されている。 

広報たけた 2006 年 1 月号「まるごと博物館」より

工藤 元平
MOTOHEI KUDOU
（1889 － 1968） 

高原めぐりはアシスト自転車で

電動アシスト自転車に乗って、
のんびり高原めぐりを楽しみませんか。

［貸出場所］・竹田観光案内所（ＪＲ豊後竹田駅構内）
　　　　　　・久住高原観光案内所（里の駅星ふる館内）
　　　　　　・長湯温泉観光案内所（道の駅ながゆ温泉内）
　　　　　　・竹田温泉花水月観光案内所（竹田温泉花水月館内）
［貸出金額］２時間／300円  ４時間／500円  ４時間以上は800円

●お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会 ☎0974-63-0585

�広報たけた  平成22年６月号
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に
、
久
住
さ
や
か
は
『
ウ
ィ
ン
グ
久
住
』
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
周
辺
に
はCafe

　boiboi

（
ボ
イ

ボ
イ
）の
姉
妹
店「M

oll Cafe

（
モ
ル
カ
フ
ェ
）」

や
ガ
ン
ジ
ー
ハ
ウ
ス
の
「Cafe

' 

ガ
ン
ジ
ー
」

が
オ
ー
プ
ン
。
久
住
高
原
の
魅
力
を
存
分
に
引

き
だ
し
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
風
を
起
し
て
く
れ

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で
も
故
郷
竹
田
を

上
空
か
ら
体
感
す
る
「
空
飛
ぶ
１
０
０
人
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
企
画
中
で
す
。

　
３
月
19
日
、
国
道
４
４
２
号
線
の
バ
イ
パ
ス

も
開
通
し
、
久
住
高
原
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利

に
な
り
ま
し
た
。
久
住
高
原
へ
の
誘
客
は
市
内

の
観
光
客
数
の
増
加
に
も
繋
が
り
ま
す
。
久
住

高
原
の
再
生
を
目
指
す
に
は
、
竹
田
全
体
の
課

題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
新
し
い
道
は
、
あ
ら
た
め
て
始
ま
っ
て
い
る

の
で
す
。

久住高原はここがスゴい！
　久

く
住
じゅう

高
こう

原
げん

は、阿蘇くじゅう国立公園に含まれており、久住山及び
大船山の南麓の標高約 600 ～ 1,100 ｍ、約 3,800ha に及ぶ広大な
高原で、ススキ、ネザサなどに覆われています。５月下旬から６月
中旬にかけて市花でもあるミヤマキリシマ（国指定天然記念物）が
山頂をピンク色に染め、秋にはまるで鮮やかなじゅうたんを敷き詰
めたかのように見事な紅葉が覆います。
○誇れる久住の魅力
　・「くじゅう四季の草原、野焼きのかおり」（環境省・かおり風景 100 選）
　・「久住高原・北瀧ロマン街道」（美しい日本の歩きたくなるみち 500 選）
　・「久住高原」（日本百景）
　・「黒岳」（21 世紀に残したい日本の自然 100 選）
　・「北滝ロマン道路」（日本の道 100 選）

☆久住高原の詳しい情報のお問い合せ先
　久住高原観光協会　（☎ 0974-76-1610）　http://www.kuju-kankou.com/index.html

　㈱大分中央農産と資本提携したくじゅう花公園は、昨
年に比べると入園者数も売り上げも伸びてきました。地
元の農産品や加工品の販売、老人会や婦人組織を活用し
たレストランなど、地域密着型の施設をめざしていきま
す。ここで販売したい物があれば、是非サンプルを持っ
てきてほしいと思います。殻にこもらずオープンな組織
に生まれ変わります。
　主体は花でありますから、あくまで花にこだわり、物
販部門は、地元を大いに利用します。市内の道の駅など
とも連絡を密にし、久住高原の 1 つの核として、他の観
光施設と連携した観光戦略を作り上げたいと考えていま
す。
　ご声援をよろしくお願いします。

地
域
に
愛
さ
れ
る
観
光
施
設
た
れ
！

　竹田市の指定管理者制度により、久住さやかを運営し
ていますが、元々は農業をしたくて広島から来ました。
人間の原点は食にあるということを常に考え、志摩料理
長とともに安くて美味しく、観光客や地元の方にも喜ん
でいただける「スープ料理」を従業員一体となって提供
します。
　具沢山で、飲むというより食べると言った方が的確な、
地方では馴染みの薄いスープ料理ですが、ＰＲを重ね、
久住高原の新しい「食」として、情報発信できるように
なればいいですね。
　大好きな久住、その魅力をもっともっと皆さんに知っ
てもらえるよう努力します。
　交流の場として気軽にご利用ください。

スープを目玉に安くて
美味しい料理の浸透を図ります

地域密着型の施設を
　　　　　めざします

くじゅう花公園
株式会社花公園　代表取締役社長
後藤　春男

久住さやか
株式会社ウィング久住　
代表取締役　躍場　正基
料　理　長　志摩　信彦

■第58回くじゅう山開き 
◇前夜祭・遭難者慰霊祭 
　６月５日㈯　19：00 ～　（長者原ビジターセンター） 
◇山頂祭 
　６月６日㈰　10：00 ～（大船山山頂） 
●お問い合せ　久住支所産業建設課　☎ 76-1117

「久住高原の唄」ＣＤリリース！
　久住高原の唄日本一大会の審査員を務める、
佐藤文男さん（日本民謡協会大分県連合会委員
長、竹田市文化連盟会長）が３月にＣＤを出し
ました。出場者の皆さんはぜひチェックを！

問㈶日本民謡協会豊肥支部佐藤会　☎ 63-3170

■沢水キャンプ場開き 
日　　時　　６月 30 日㈬　予定
場　　所　　沢水キャンプ場（久住町）
●お問い合せ　国民宿舎久住高原荘　☎ 0974-76-1211 

■第24回久住高原クロスカントリー大会出場者募集中 
日　　時　　７月 25 日㈰　9：00 ～　雨天決行
場　　所　　日本一のマラソン練習コース（久住町南登山口）
参加資格　　中学生以上
種　　目　　男女別に 3km ～ 9km までの 11 種目
申込締切　　６月 18 日㈮　当日振込印有効
●お問い合せ
　久住高原クロスカントリー大会事務局（☎ 0974-76-0717）　

■第８回久住高原そよ風ウォーク出場者募集中 
日　　時　７月 25 日㈰　8：30 ～受付　
場　　所　久住支所前広場集合
種　　目　7.0km、12.0km、20.0km
申込締切　７月 14 日㈬　当日申込も可
●お問い合せ
　竹田ウォーキング協会事務局（☎ 62-3075・090-8831-0987）

牛の放牧の風景 高原の松並木 ミヤマキリシマ

くじゅうイベント情報魅力たっぷり！
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土
砂
災
害
と
は
…
…

　
大
雨
や
地
震
な
ど
が
引
き
金
と

な
っ
て
、
山
や
が
け
が
崩
れ
た
り
、

水
と
混
じ
り
合
っ
た
土
や
石
が
川

か
ら
流
れ
出
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
私
た
ち
の
命
や
財
産
な
ど

が
脅
か
さ
れ
る
自
然
の
災
害
で
す
。

　
主
な
も
の
と
し
て
、「
土
石
流

災
害
」「
地
す
べ
り
災
害
」「
が
け

崩
れ
災
害
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

土
石
流

　
谷
や
山
の
斜
面
か
ら
崩
れ
た
土

や
石
な
ど
が
、
梅
雨
の
長
雨
や
台

風
の
大
雨
な
ど
に
よ
る
水
と
一
緒

に
な
っ
て
、
一
気
に
流
れ
で
て
く

る
現
象
で
す
。

　
流
れ
の
急
な
川
が
あ
る
と
こ
ろ

や
扇
状
地
で
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、

速
い
ス
ピ
ー
ド
と
強
い
力
で
、
人

の
命
や
家
な
ど
の
財
産
を
奪
い
、

道
路
な
ど
の
交
通
網
に
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。

前
　
兆

①
川
や
井
戸
水
が
濁
る

②
川
の
中
で
石
が
転
が
る
音
が
し
、

流
木
が
混
ざ
る

③
土
臭
い
臭
い
や
地
鳴
り
が
す
る

④
雨
が
や
ま
な
い
の
に
川
の
水
位

が
下
が
る

地
す
べ
り

　
緩
や
か
な
斜
面
の
場
所
で
、
粘

土
の
よ
う
な
滑
り
や
す
い
地
層
に

雨
水
な
ど
が
し
み
込
み
、
そ
の
影

響
で
地
面
が
動
き
出
す
現
象
で
す
。

　
大
量
の
土
塊
が
移
動
す
る
た
め
、

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
旦
動
き
出
す
と
完
全

に
停
止
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
困

難
で
す
。
日
本
で
は
、
地
質
的
に

ぜ
い
弱
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
梅

雨
あ
る
い
は
台
風
な
ど
の
豪
雨
に

よ
り
、
毎
年
各
地
で
地
す
べ
り
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

前
　
兆

①
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る

②
湧
き
水
が
増
加
す
る（
枯
れ
る
）

③
池
や
沼
の
水
か
さ
が
急
に
増
え

る
（
減
る
）

砂災害から身を守ろう
　梅雨前線や台風などの集中豪雨等により、地すべり・がけ崩れ
等の土砂災害が起こりやすい時期を迎えます。
　竹田市では、市民の皆さんの生命、身体や財産を災害から守る
ため、災害の予防対策、応急対策、復旧対策に取り組んでいます。

平成21年８月災害現場（片ケ瀬滑瀬）

６
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」で
す
！

土 石 流

地すべり

日時 ６月�0日㈰  ��：00～
場所 直入公民館駐車場

　ポンプ車の部、小型ポンプの部に各方面隊分団出
場隊が参加します。
　各部の優勝隊は、８月に開催される県大会に竹田
市代表として出場します。
　地域の皆様のご支援をよろしくお願いします。   小型ポンプ車の部（平成20年）

平成��年度竹田市消防操法大会
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④
地
面
に
亀
裂
や
段
差
が
で
き
る

⑤ 

地
鳴
り
、
山
鳴
り
が
す
る

が
け
崩
れ

　
急
な
斜
面
の
地
中
に
し
み
込
ん

だ
雨
水
に
よ
り
、
突
然
崩
れ
落
ち

る
現
象
で
す
。
地
震
に
よ
っ
て
起

き
る
こ
と
も
あ
り
、
崩
れ
た
土
砂

は
斜
面
の
２
～
３
倍
に
あ
た
る
距

離
ま
で
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
が
け
崩
れ
は
逃
げ
る
暇
が
な
い

ほ
ど
速
い
ス
ピ
ー
ド
と
強
い
破
壊

力
の
た
め
に
、
人
の
命
が
奪
わ
れ

た
り
、
家
な
ど
の
財
産
が
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
な
ど
、

悲
惨
な
災
害
に
つ
な
が
っ
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

前
　
兆

①
湧
き
水
が
増
加
す
る

②
が
け
や
斜
面
に
割
れ
目
が
見
え

る③
水
が
湧
き
出
る

④
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る

⑤
木
の
根
が
切
れ
る
音
が
す
る

「もしも…!?」に備えて
☆非常用品を備えておきましょう
　緊急避難時に持って逃げる「非常持出品（水、ラジ
オ、懐中電灯等）」と、災害後の生活を支える「非常備
蓄品（非常食品、生活用品、燃料等で最低３日分）」を
備えましょう。
☆情報を収集しましょう
　日頃から災害に関する知識や気象情報に注意し、災害
時は信頼できる情報を元に速やかに行動しましょう。
・告知端末による災害放送
・テレビ・ラジオ・インターネット
・土砂災害危険度情報　http://sabo.pref.oita.jp/dosya/
・雨量・水位観測情報　http://river.pref.oita.jp/
［携帯サイト］　http://river.pref.oita.jp/mobile/
 　もし、災害が起こりそうな状況や身に危険を感じた
場合は、早めに避難しましょう。
　なお、避難した時や災害の発生を確認した時は、速や
かに市役所に連絡をお願いします。
★お問い合せ・連絡先
　竹田市総務課行政係　☎��-�800（直通）
　　　　　　　　　　　☎��-����（代表）

がけ崩れ

今すぐ！避難場所を確認する !!
緊急時避難場所一覧

＊竹田地域避難所
番号 施　設　名

1 竹田小学校体育館
2 竹田創生館
3 野外活動施設
4 竹田幼稚園
5 竹田高等学校体育館
6 岡本小学校体育館
7 旧明治小学校体育館
8 明治多目的集会所
9 竹田中学校体育館
10 玉来分館体育館
11 竹田市体育センター
12 南部小学校体育館
13 竹田南部中学校体育館
14 祖峰小学校体育館
15 あ祖母学舎
16 福祉施設はくすい
17 菅生小学校体育館
18 菅生分館
19 宮城台小学校体育館
20 宮城分館
21 城原小学校体育館
22 城原地区館

＊福祉避難所
番号 施　設　名

1 竹田市総合社会福祉センター
2 荻福祉健康センター
3 久住保健センター
4 直入保健福祉センター
5 福祉施設はくすい

＊荻地域避難所
番号 施　設　名

1 荻公民館
2 福祉健康エリア
3 荻小学校
4 緑ヶ丘中学校
5 柏原公民館
6 馬場自治会公民館
7 桜町東区集会所
8 荻老人福祉センター
9 桜町栄区集会所
10 桑木自治会公民館
11 木下自治会公民館
12 政所自治会公民館
13 藤渡自治会公民館
14 新藤自治会公民館
15 高城自治会公民館
16 恵良原自治会公民館
17 馬背野自治会公民館
18 仏面自治会公民館
19 叶野自治会公民館
20 高練木自治会公民館
21 柏原自治会公民館
22 瓜作自治会公民館
23 宮平自治会公民館
24 西福寺自治会公民館
25 鴫田自治会公民館
26 北原自治会公民館
27 大平ふるさと交流の家

＊久住地域避難所
番号 施　設　名

1 久住公民館
2 久住小学校体育館
3 白丹地区公民館
4 白丹地区体育館
5 久住中学校体育館
6 白丹小学校体育館
7 都野地区公民館
8 都野小学校体育館
9 都野中学校体育館

＊直入地域避難所
番号 施　設　名

1 直入中学校体育館
2 旧下竹田小学校体育館
3 直入小学校体育館

4 " 道の駅「ながゆ温泉」
　　湯の郷ふれあい館 "

5 直入セミナーハウス ( 直入中）
6 山村交流センター
7 直入公民館
8 Ｂ＆Ｇ直入海洋センター体育館
9 ドイツ村簡易宿泊施設

●お問い合せ先
　竹田市総務課　行政係
　　☎63-1111（内線213）
　竹田市荻支所　いきいき市民課
　　☎68-2211（内線130）
　竹田市久住支所　いきいき市民課
　　☎76-1111（内線182）
　竹田市直入支所　いきいき市民課
　　☎75-2211（内線113）

福祉避難所とは、市が災害時に高齢者や障がい者、妊産婦、乳幼児、病弱者等で避難所での生活に特別な配
慮を必要とされる方を受け入れる避難施設として、耐震、耐火、鉄筋構造を備え、バリアフリー化された施
設をあらかじめ指定したものです。
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集
落
支
援
員
の
委
嘱
状
交
付
式

が
４
月
30
日
に
竹
田
市
役
所
で
行

わ
れ
、
首
藤
市
長
と
竹
田
市
農
村

回
帰
集
落
支
援
協
議
会
の
早
川
和

会
長
か
ら
12
人
の
集
落
支
援
員
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
１
日
に
竹
田
市
農
村

回
帰
集
落
支
援
協
議
会
が
発
足
。

９
人
の
集
落
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
６
人
の
ふ
る
さ
と
応
援
隊
が
、

道
路
や
水
路
の
草
切
り
な
ど
共
同

作
業
が
困
難
な
集
落
に
出
向
き
、

地
域
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
、
市
の
農
村
回
帰
支
援
事

業
に
対
応
す
る
新
た
な
組
織
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
集
落
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
発
展
的
に
解

消
。
こ
れ
ま
で
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
の
業
務
に
農
村
回
帰
の
推

進
に
関
す
る
業
務
を
加
え
、
集
落

支
援
員
と
し
て
５
月
１
日
か
ら
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
空
き
家
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
の
情
報
収
集
、
移
住
の
相
談
な

ど
、
農
村
回
帰
を
推
進
す
る
地
域

の
原
動
力
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
が
標
榜
す
る
「
農
村
回

帰
宣
言
市
」。
今
後
は
推
進
母
体

と
な
る
「
竹
田
市
農
村
回
帰
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
を
見
据
え
、

い
よ
い
よ
具
体
化
し
て
き
ま
し

た
。

集
落
支
援
員
の
皆
さ
ん

竹田市集落支援員　　　      （平成22年4月30日）
担当地区（校区） 氏　　名 自治会

統　　　括 秦　　　昌　彰 上 鹿 口
東　　　部

（竹田・岡本・明治・豊岡）
首　藤　和　義 ニュータウン七里
上　原　歳　則 東 古 町

西　　　部
（玉来・松本・菅生）

甲　斐　英　一 拝 田 原
堀　　　久　繁 下 菅 生 南

南　　　部
（入田・嫗岳・宮砥）

廣　瀬　章　司 長 小 野
安　達　智　徳 滝 部

北　　　部
（宮城・城原）

渡　邊　憲　生 下 坂 田 西
羽田野　久　明 福 原

荻　（荻・柏原） 猪　野　一　男 馬 背 野
久　　　住

（久住・白丹・都野） 神　田　長　徳 古 市

直　　　入
（長湯・下竹田） 御　沓　貞　則 筒 井

農
村
回
帰
に
弾
み
！
集
落
支
援
員
を
委
嘱

　

５
月
16
日
に
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
由
学
館
設
立

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

由
学
館
は
竹
田
を
活
動
の
場
と

し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
知
の
総
合

化
、
総
合
地
域
学
の
確
立
を
目
指

し
、
人
材
育
成
や
、
生
活
文
化
の

向
上
に
資
す
る
た
め
、
総
合
地
域

学
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
年
１
回
開
催
し

ま
す
。

　

竹
田
の
名
誉
市
民
・
中
川
久
定

京
都
大
学
名
誉
教
授
の
記
念
講

義
「
江
戸
時
代
の
閑
谷
黌
・
由
学

館
か
ら
現
在
の
由
学
館
を
目
指
し

て
」
や
松
田
清
同
大
学
教
授
の
記

念
講
演
「
総
合
地
域
学
が
め
ざ
す

も
の―

文
明
交
流
史
の
視
点
か

ら
」
に
加
え
、
臼
杵
市
教
育
委

員
会
文
化
財
課
の
岡
村
一
幸
氏
が

行
っ
た
「
豊
後
国
絵
図
」
に
関
す

る
報
告
が
、
来
場
者
の
耳
を
釘
付

け
に
し
ま
し
た
。

　

構
想
か
ら
１
年
、
両
教
授
や
別

府
大
学
の
豊
田
寛
三
学
長
を
始
め

と
す
る
関
係
者
の
協
力
に
よ
り
、

設
立
が
か
な
っ
た
由
学
館
。

　

市
民
や
研
究
者
に
よ
る
新
た
な

竹
田
の
探
求
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
竹
田
総
合
地
域
学
セ
ン
タ
ー
由
学
館
」
設
立

　

岡
藩
の
藩
校
「
由
学
館
」
を
命
名
由
来
と
す
る
「
竹
田
総
合

地
域
学
セ
ン
タ
ー
由
学
館
」
を
設
立
し
、
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。

　５月 16 日、学校法人別府大学（日高紘一郎理事長）と
の相互協力協定の調印式に臨み、岡藩中川家の当主で、
京都大学名誉教授でもある中川久定竹田名誉市民の立会
をいただく中、協定書に署名しました。
　古くは昭和 20 年代にまでその交流が遡る、全国的にも
有数の知的財産を有する別府大学との交流は、岡藩中川
家の古文書解析などに見られる、従来からの歴史分野だ
けに止まらないでしょう。
　文学部をもって創設された同大学の目を見張る拡大、
つまり短期大学部はもとより、21 世紀に新設された食物
栄養科学部、国際経営学部に象徴される成長戦略は、当
市との「食文化」や「観光」など、新たな分野における
交流発展が期待されます。
　大分大学や大分県立芸術文化短期大学、立命館アジア
太平洋大学との交流に新たな輪が加わり、有用な人脈の
広がりによって、「大学のない竹田に、学生があふれてい
る」光景の実現がそう遠くはないのかもしれません。

歴史や食文化、
観光の交流発展を期待

別府大学と相互協力協定を結ぶ

調印の後、別府大学日高紘一郎理事長（左）と中川久定先生（中央）
を囲んで未来に向けた確固たる絆の誕生を祝う

記念講義をする中川久定京都大学名誉教授
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７月から他の市町でも「竹田市が発行する各種証明書」が受け取れます
　「おおいた広域窓口サービス」、とは県内の参加市町の住民であれば、参加市町のどこの取り扱い窓口でも、

「住民票の写し」「戸籍謄、抄本」「印鑑登録証明書」などの各種証明書の交付が受けられるサービスです。
　利用できる方は、参加市町に住民登録のある方に限られます。

参加市町 取り扱い窓口

取り扱い内容

◆印鑑と、来庁者の身分証明書をお持ちください。
　（運転免許証、パスポート、住民基本台帳カードなど、官公庁発行の顔写真入りの身分証）
◆「印鑑登録証明書」を請求の場合は、各市町発行の印鑑登録証をお持ちください。

いよいよ始まる！７月から市内５箇所の郵便局でも
市の証明書を発行（予定）

（玉来郵便局、宮砥郵便局、城原郵便局、都野郵便局、下竹田郵便局）

郵便局で受け取ることができる市の証明書
戸籍謄本、戸籍抄本、住民票の写し、印鑑登録証明書、
納税証明、所得証明、課税証明
●詳しい内容につきましては、市報７月号に掲載します。

●お問い合せ
　竹田市市民課市民係　☎ �� － ����（内線 ���、���）

４月１日からすでにサービスが始まっ
ている菅生郵便局

竹田市 市民課（本庁）
大分市 市民課・鶴崎支所・稙田支所
別府市 市民課
中津市 市民課
杵築市 市民課・山香振興課・大田振興課
由布市 市民課（庄内庁舎）
九重町 ふれあい生活課
日出町 住民課
宇佐市 市民課

国東市 市民健康課・国見総合支所
武蔵総合支所・安岐総合支所

◆受付時間は、月～金曜日（祝祭日・年末年始を
除く）の８：30 ～ 17：00 までとなっています。

　（昼休みも受け付けを行います。）

交付できる証明書 利用できる人 手数料
住 民 票 の 写 し 本人、本人と同一世帯の人 ３００円
印鑑登録証明書 本人のみ ３００円
戸 籍 謄・ 抄 本 本人、本人と同一戸籍の人、

除籍者で当該戸籍に記載されている者
４５０円

戸 籍 の 附 票 ３００円
身 分 証 明 書 本人のみ ３００円（杵築市は４００円）
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平成21年度　下半期の予算執行状況をお知らせします
市民の皆さんに市の財政運営を知っていただくために、予算執行状況を年２回公表しています。
今回は、平成22年３月31日現在の執行状況をお知らせします。

歳　　　入
区　　　分 予算現額 収入済額 執行率

市 税 1,885,464 1,907,412 101.2%
交 付 税 等 9,121,135 9,020,993 98.9%
分担金及び負担金 292,608 226,106 77.3%
使用料及び手数料 220,469 193,690 87.9%
国 庫 支 出 金 3,616,283 2,091,522 57.8%
県 支 出 金 3,009,544 1,655,396 55.0%
諸 収 入 1,425,723 1,115,641 78.3%
市 債 3,704,870 865,370 23.4%
　 合 　 計 　 　 23,276,096 17,076,130 73.4%

（平成22年３月31日現在　　単位：千円、％）

歳　　　出
区　　　分 予算現額 収入済額 執行率

議 会 費 189,728 182,517 96.2%
総 務 費 6,775,915 3,308,803 48.8%
民 生 費 3,929,453 3,162,919 80.5%
衛 生 費 1,026,948 689,946 67.2%
労 働 費 139,852 110,756 79.2%
農 林 水 産 業 費 2,164,315 1,750,082 80.9%
商 工 費 572,374 350,406 61.2%
土 木 費 1,587,192 984,292 62.0%
消 防 費 783,406 629,090 80.3%
教 育 費 2,842,841 1,795,503 63.2%
災 害 復 旧 費 380,437 229,472 60.3%
公 債 費 2,866,092 2,819,221 98.4%
予 備 費 17,543 0 0.0%
　 合 　 計 　 　 23,276,096 16,013,007 68.8%

（平成22年３月31日現在　　単位：千円、％）
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平成��年度　一般会計予算執行状況
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１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
５

月
５
日
、
時
は
太
平
洋
戦
争
末

期
。
旧
日
本
海
軍
戦
闘
機
に
体

当
た
り
を
さ
れ
た
米
軍
爆
撃
機

が
明
治
地
区
折
立
に
墜
落
を
し

ま
し
た
。

　

日
米
両
機
の
兵
士
は
死
亡
。

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
降
下
し
た
米

兵
た
ち
も
住
民
に
暴
行
を
受
け

殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
生
き
残
っ

た
兵
士
は
捕
虜
と
な
り
、
そ
の

後
生
体
解
剖
実
験
の
犠
牲
と
な

る
痛
ま
し
い
『
事
件
』
が
起
こ
っ

た
の
で
す
。

　

墜
落
地
と
な
っ
た
畑
の
所
有

者
、
故
工
藤
文
夫
さ
ん
は
日
本

の
少
年
兵
と
米
兵
士
の
鎮
魂
と

こ
の
悲
劇
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
と
、
１
９
７
７

（
昭
和
52
）
年
に
自
費
で
慰
霊
碑

「
殉
空
の
碑
」を
建
立
し
ま
し
た
。

　

65
年
後
の
５
月
５
日
。
今
年

も
こ
の
碑
の
前
で
慰
霊
祭
が
行

わ
れ
、
地
元
住
民
ら
が
参
列
し

て
熱
心
に
手
を
合
わ
せ
て
い
ま

し
た
。
参
列
者
の
中
に
は
田
辺

不
二
子
さ
ん
（
75
歳
・
市
用
）

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
小

学
生
だ
っ
た
田
辺
さ
ん
は
、
墜

落
現
場
付
近
に
居
合
わ
せ
、
生

き
残
っ
た
米
兵
士
を
住
民
が
竹

や
り
や
日
本
刀
で
暴
行
を
す
る

現
場
を
目
撃
し
ま
し
た
。
こ
の

日
の
体
験
を
ど
う
し
て
も
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
毎
年
訪
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
田
辺
さ
ん

は
「
子
ど
も
を
二
度
と
戦
争
に

や
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
し

た
く
な
い
」
と
そ
の
胸
の
う
ち

を
明
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増

え
、
戦
争
体
験
者
は
年
々
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代

が
こ
の
事
実
に
目
を
そ
ら
し
て

は
、
近
い
将
来
、
人
々
の
記
憶

か
ら
〝
平
和
〟
の
有
難
さ
が
薄

ら
い
で
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
が
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
、
真
の
平

和
を
迎
え
る
そ
の
日
ま
で
。

↑「悲惨な戦争を繰り返さないように、平
和の祈りを捧げて欲しい」と語る慰霊祭実
行委員会代表の甲斐利雄さん

「
殉
空
の
碑
」

平
和
の
誓
い
を
新
た
に

平成21年度　特別会計の執行状況

用語説明
「一般会計と特別会計」
　一般会計は、市の予算の中心となる基本的な会計です。
特別会計は、特定の事業を行う場合や、特定の歳入をもっ
て特定の歳出に充て、一般会計とは区別して経理する必要
がある場合に設置される会計です。

「出納整理期間」
　年度末までに収入または支出すべきことが確定したもの
の、未収入または未払いとなっているものについて、その
収入または支出を行うための整理期間が設けられています。
会計年度終了後の４月１日から５月 31 日までの整理期間
のことを、出納整理期間といいます。

●お問い合わせ
　竹田市財政課財政係  ☎ 63-1111（内線 231、232）

○水道事業会計の執行状況　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

区　　　　分 予算現額
（A）

収入支出済額
（B）

収入･支出率
（B）/（A）

収益的収入
及び支出

事 業 収 益 197,280 190,329 96.5%

事 業 費 用 179,466 158,328 88.2%

資本的収入
及び支出

資本的収入 15,142 15,374 101.5%

資本的支出 96,842 64,323 66.4%

○特別会計の執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

会　計　区　分 予算現額（A）
歳入執行状況 歳出執行状況

収入済額（B） 収入率
（B）/（A） 支出済額（C） 支出率

（C）/（A）
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3,908,549 3,075,339 78.7% 3,530,944 90.3%
老 人 保 健 特 別 会 計 10,686 6,906 64.6% 2,964 27.7%
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 270,257 135,842 50.3% 247,739 91.7%
介 護 保 険 特 別 会 計 3,106,737 2,606,959 83.9% 2,667,679 85.9%
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 152,430 137,194 90.0% 143,565 94.2%
浄 化 槽 整 備 推 進 事 業 特 別 会 計 187,756 74,577 39.7% 148,064 78.9%
国民宿舎久住高原荘事業特別会計 336,755 286,137 85.0% 308,732 91.7%
国 民 宿 舎 直 入 荘 事 業 特 別 会 計 90,806 83,210 91.6% 71,413 78.6%
同 和 対 策 事 業 特 別 会 計 23,551 1,330 5.6% 22,393 95.1%
畜 産 開 発 事 業 特 別 会 計 17,373 12,756 73.4% 12,756 73.4%
長 湯 観 光 温 泉 施 設 等 特 別 会 計 72,994 51,886 71.1% 55,036 75.4%
竹 田 温 泉 施 設 花 水 月 特 別 会 計 58,984 47,155 79.9% 48,688 82.5%
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 363,377 229,344 63.1% 350,960 96.6%
竹 田 市 立 こ ど も 診 療 所 特 別 会 計 20,310 13,736 67.6% 14,478 71.3%

※出納整理期間後に確定する決算と異なる場合があります。
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４
月
か
ら
始
ま
っ
て
、
５
月
一
杯
ま
で

連
日
の
よ
う
に
各
種
団
体
の
総
会
が
続
き

ま
し
た
。
お
陰
で
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、

総
会
に
加
え
て
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
そ
の

間
隙
を
ぬ
っ
て
差
し
込
ま
れ
て
く
る
か
ら
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
は
新
聞
の
テ
レ
ビ
欄
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
そ
ん
な

緊
張
の
連
続
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
得
難
い

人
脈
の
輪
は
広
が
り
、
そ
し
て
感
動
を
生

み
出
す
機
会
も
多
く
授
け
ら
れ
る
の
で
す

よ
ね
。

　

先
日
、
上
京
の
折
に
お
会
い
し
た
女
流

作
家
、
久
木
綾
子
さ
ん
と
の
時
間
も
濃
密

で
し
た
。
今
年
91
歳
を
迎
え
ら
れ
た
と
い

う
の
に
、
何
と
も
超
人
的
な
若
さ
と
美
貌

の
持
ち
主
で
あ
り
ま
し
た
。き
っ

か
け
は
久
木
さ
ん
が
書
か
れ
た

小
説
『
見
残
し
の
塔
』
で
し

た
。
山
口
県
に
あ
る
国
宝
、
瑠

璃
光
寺
の
五
重
塔
が
舞
台
の
小

説
で
す
が
、
こ
の
塔
の
建
立
に

携
わ
っ
た
番
匠
（
ば
ん
じ
ょ
う
）、

つ
ま
り
大
工
の
棟
梁
は
わ
が
郷

土
竹
田
に
住
み
、
国
東
の
富
貴

寺
や
益
田
市
に
あ
る
国
宝
級
の

建
物
も
手
掛
け
た
と
い
う
の
で

す
。
中
世
の
国
宝
級
の
建
物
に

関
わ
っ
た
竹
田
番
匠
は
、
久
木

さ
ん
た
ち
の
世
界
で
は
、
あ
ま

り
に
有
名
な
存
在
だ
と
い
う
の

で
す
。

　
「
竹
田
番
匠
の
末
裔
は
ど
う

な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
」
と

問
い
詰
め
ら
れ
て
、
頭
の
中
が

真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
専
門

の
職
員
に
電
話
し
て
も
、
大
学
の
先
生
に

頼
っ
て
も
、
答
え
は
見
当
た
ら
な
い
の
で

す
。
戦
乱
の
影
響
か
ら
か
、
竹
田
の
中
世

の
記
録
は
こ
と
ご
と
く
消
え
て
い
る
の
で

し
た
。　

　

あ
ま
り
の
ふ
が
い
な
さ
に
、
早
速
富
貴

寺
に
出
か
け
て
み
る
と
、
何
と
入
口
に
立

て
ら
れ
た
案
内
板
に
は
、
は
っ
き
り
と
『
竹

田
番
匠
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
』
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
し

て
前
述
の
益
田
市
に
は
、『
竹
田
番
匠
・
竹

藤
九
衛
門
』
の
墓
が
存
在
し
、
伝
説
も
残
っ

て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

　

中
川
公
に
よ
る
岡
藩
統
治
か
ら
、
間
も

な
く
４
０
０
年
。
も
っ
と
地
域
学
を
深
め

ね
ば
と
、
５
月
に
は
『
竹
田
総
合
地
域
学

セ
ン
タ
ー
・
由
学
館
』
を
開
設
し
て
、
竹

田
市
の
名
誉
市
民
で
も
あ
ら
れ
る
中
川
久

定
先
生
に
顧
問
に
就
任
し
て
い
た
だ
い
た

ば
か
り
。
江
戸
か
ら
現
代
ま
で
の
こ
と
も

大
切
だ
け
れ
ど
、
闇
の
中
に
あ
る
中
世
の

こ
と
か
ら
学
び
直
さ
な
け
れ
ば
と
、
良
質

の
焦
り
が
頭
を
持
ち
上
げ
る
の
で
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
。
竹
田
と
い
う
場
所

は
、
と
て
つ
も
な
く
貴
重
な
地
域
学
の
宝

庫
で
あ
り
ま
す
。
広
瀬
武
夫
中
佐
の
こ
と

も
、
田
能
村
竹
田
先
生
や
佐
藤
義
美
先
生

の
こ
と
も
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
そ
の
魅

力
は
シ
ベ
リ
ア
の
森
の
よ
う
に
深
く
神
秘

的
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
よ
、
き
っ

と
。　

（『
有
由
有
縁
』・
題
字
／
川
端
康
成
）

市
長
コ
ラ
ム
〈
第
11
回
〉

有
由
有
縁
（
ゆ
う
ゆ
ゆ
う
え
ん
）

　

文
豪
川
端
康
成
が
晩
年
、
よ
く
揮
重
し
た
の
が
『
有
由

有
縁
』。
人
と
の
出
会
い
や
物
事
と
の
接
点
が
生
ま
れ
る

の
は
、
偶
然
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
働
く
か
ら

で
あ
る
と
い
う
意
味
。

　

昭
和
27
年
、
取
材
旅
行
を
兼
ね
、
友
人
高
田
力
蔵
の
案

内
で
竹
田
市
を
訪
れ
、
竹
田
高
校
で
講
演
し
た
川
端
と
の

緑
は
、
ま
さ
に
目
に
は
見
え
な
い
力
だ
け
れ
ど
、
神
の
配

剤
と
し
か
思
え
な
い
。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」（URL）http://www2.city.taketa.oita.Jp/Sityo/index.html

未来につながる地域遺産の宝庫
小説『見残しの塔』の作者・久木綾子先生とお会いしました

「染色のまち竹田」と呼ばれる日を夢みて
　大分県立芸術文化短期大学の竹田キャンパス（旧下竹田小学校）が 4
月 1 日にオープンし、染色の実践がスタートしました。
　5 月 10 日、染色家の安藤宏子氏と同大学の前田講師が市長室を訪れ、
安藤先生から「竹田市は草木染の材料のまちを目指せばいいと思う。“ 染
色のまち ” としてひとつの顔になる」というご提言をいただきました。
　これを受け 5 月 23 日には、直入町にある熊田豊馬氏の所有畑で、市関
係者や前田講師、地元の皆さんが参加して、染色の材料となる藍の種まき
を行いました。
　同大学美術科の吉村正郎教授は「何事もチャレンジ、地域の皆さんが実
際に育てることが大事です。藍の染色が楽しみです」と話してくれました。
　“ 染色のまち竹田 ” 誕生に向けた、すばらしい取り組みに感謝します。

←発芽しますよう
にと祈りながら、
藍の種蒔作業をし
ました

染色家・安藤宏子
先生、県立芸術文
化短期大学の前田
亮二講師　　　→
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国
際
人
・
廣
瀬
武
夫
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
建
立
へ

　

廣
瀬
武
夫
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
制
作
に

取
り
組
む
、
彫
刻
家
・
辻
畑
隆
子
さ
ん

に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

―

今
回
の
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

　
「
や
は
り
若
い
人
が
振
り
向
く
ヒ
ー

ロ
ー
像
に
し
た
い
。
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

か
っ
こ
よ
く
し
た
い
！
た
ぶ
ん
当
時
も

か
っ
こ
よ
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

　

制
作
前
に
私
、
四
国
・
高
知
に
坂
本

龍
馬
の
像
を
初
め
て
観
に
行
き
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
有
名
な
あ
の
ポ
ー
ズ
。
そ
れ

と
、
上
野
の
西
郷
さ
ん
も
軍
人
っ
ぽ
く

し
て
い
な
い
。
そ
れ
が
功
を
奏
し
た
と

い
う
か
、
坂
本
龍
馬
、
西
郷
隆
盛
像
は

１
０
０
年
近
く
経
っ
て
も
、
今
の
私
た

ち
に
共
感
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
す
。」

―

ど
う
い
う
〝
思
い
〟
を
込
め
た
か
？

　
「
私
が
一
番
つ
く
り
た
い
の
は
、
人

間
・
廣
瀬
武
夫
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
子

ど
も
た
ち
に
学
ん
で
欲
し
い
の
は
『
自

分
自
身
に
誰
よ
り
も
厳
し
く
』。
そ
う

い
う
価
値
観
に
変
え
た
い
の
で
す
。

　

武
夫
の
写
真
の
中
に
は
、
祖
母
に

送
っ
た
有
名
な
裸
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
育
て
て
く
れ
た
人
に
対
し

て
、〝
こ
ん
な
に
立
派
に
育
ち
ま
し
た
〟

と
い
う
感
謝
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
は
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
気

持
ち
は
汲
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

―

最
後
に
竹
田
市
民
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
「
竹
田
か
ら
廣
瀬
武
夫
が
出
て
い
る

こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
完
成

を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。」

　

奇
し
く
も
竹
田
市
名
誉
市
民
で
あ
る

彫
刻
家
・
朝
倉
文
夫
先
生
の
命
日
と
、

辻
畑
さ
ん
の
誕
生
日
は
同
じ
日
。
お
墓

参
り
で
気
が
付
い
た
時
、
辻
畑
先
生
は

「
導
い
て
く
れ
た
の
か
な
」
と
感
激
を

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

高
さ
は
２
㍍
70
前
後
、
重
量
は
約
２

㌧
に
な
る
新
時
代
の
廣
瀬
武
夫
ブ
ロ
ン

ズ
像
は
、
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
嚶
鳴

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
時
期
の
完
成
予
定
で
す
。

「
50
年
、
１
０
０
年
先
に
も

　

感
動
を
与
え
る
よ
う
な
作
品
に
し
た
い
」

彫刻家

辻畑 隆子 

廣瀬武夫ブロンズ像建立に浄財のご協力を

　さる 4 月 28 日、廣瀬武夫ブロンズ像を建立するため、
廣瀬武夫ブロンズ像建立実行委員会設立総会が開催され
ました。実行委員会の会長には不肖私、後藤万壽郎が、
名誉会長には大分県知事広瀬勝貞氏、竹田市長の首藤勝
次氏が、さらに副会長には大分県議会議員の土居昌弘氏
ほか９名が、理事には竹田直入森林組合長の渡部勝士氏
ほか 41 名が選任されました。
　これから市民の皆様方に協賛を仰ぐことになります
が、格段のご支援、ご協力をお願いいたします。

廣瀬武夫ブロンズ像建立実行委員会事務局（竹田商工会議所内）
☎ 63-3161　FAX 63-3163　［担当：河野］

嚶
おう

鳴
めい

フォーラム in 竹田
ふるさとの先人を通して、

　まちづくり、人づくり、心そだてを目指す

日時 　平成22年10月22日㈮～23日㈯
会場　 竹田市文化会館大ホール
主　　催／「嚶鳴フォーラム in 竹田」実行委員会、
　　　　　大分県竹田市、竹田市教育委員会
共　　催／嚶鳴協議会 
協　　賛／ＡＮＡ 
企画協力／ＰＨＰ総合研究所、ＡＮＡ総合研究所

廣瀬武夫ブロンズ像建立実行委員会会長
（竹田商工会議所会頭） 後藤 万壽郎

〔
略　

歴
〕

中
学
時
代
は
旧
荻
町
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
で
学
び
、
生
徒
会

長
を
つ
と
め
て
い
た
。
１
９
７
５
年
に
、
日
展
に
初
入
選
。

１
９
８
０
年
に
日
展
特
選
に
入
賞
し
、
こ
の
年
、
大
分
県

民
栄
誉
賞
も
授
与
さ
れ
る
。
現
在
、
ご
自
身
の
創
作
活
動

と
と
も
に
若
手
芸
術
家
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

県
内
に
あ
る
作
品
は
「
ま
ち
風
ま
ど
」（
大
分
市
府
内
五
番

街
）、「
油
屋
熊
八
翁
像
」（
別
府
駅
前
）
ほ
か
。

社
団
法
人
日
展
会
員　

日
展
審
査
員　

日
出
町
在
住



14広報たけた  平成22年６月号※現在、「岡城趾
・

」は「岡城阯
・

」と一般的に使われています。

荒
城
の
月
の
あ
る
ま
ち

　
竹
田
市
は
「
荒
城
の
月
」
と
と
も
に
育
み
歩
ん
で
き
た
ま
ち
。

Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
で
は
列
車
の
接
近
メ
ロ
デ
ィ
と
し
て
、
竹
田

市
少
年
少
女
合
唱
団
の
歌
声
で
「
荒
城
の
月
」（
原
曲
）
が
流
れ

た
り
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
22
年
か
ら
続
く
「
瀧
廉
太
郎
記
念

音
楽
祭
」（
現
在
は
「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
国
高
等
学
校
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
」
と
し
て
、
世
界
で
活
躍
す
る
音
楽
家
た
ち
を
輩
出
し

て
い
ま
す
）
等
々
。

　
つ
ま
り
竹
田
市
民
の
生
活
の
中
に「
荒
城
の
月
」、「
岡
城
」、「
瀧

廉
太
郎
」
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
息
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

荒
城
の
月
の
「
原
曲
」
と
は

　「
荒
城
の
月
」
は
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
、
中
学
校
の
教
科

書
用
に
、東
京
音
楽
学
校（
現
東
京
芸
術
大
学
）が
出
版
し
た「
中

学
唱
歌
」
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
は
学
校
の
教
科
書
に
純
日
本
的
な
「
日
本
の
歌
」
が
無

く
、
外
国
の
曲
に
日
本
語
詞
を
つ
け
た
替
え
歌
の
よ
う
な
曲
が

主
流
で
し
た
。
東
京
音
楽
学
校
は
教
科
書
唱
歌
を
改
革
し
よ
う

と
、
土つ

ち

井い

晩ば
ん

翠す
い

作
の
「
荒
城
の
月
」
な
ど
の
詩
に
、
曲
を
募
集

さ
れ
ま
し
た
。
廉
太
郎
は
在
学
中
に「
荒
城
の
月
」、「
箱
根
八
里
」、

「
豊
太
閤
」の
３
つ
の
詩
に
曲
を
付
け
、い
ず
れ
も
入
選
し
ま
し
た
。

　
以
来
、
日
本
の
子
ど
も
達
に
歌
わ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
今
日
広
く
歌
わ
れ
て
い
る
「
荒
城
の
月
」
は
、
大
正

７
年
に
山
田
耕
筰
が
編
曲
を
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
も
と
も
と

廉
太
郎
作
曲
の
「
荒
城
の
月
」（
原
曲
）
は
、
ロ
短
調
４
分
の
４

拍
子
で
８
小
節
の
小
品
で
す
。「
花
の
宴
」の〝
え
〟の
音
に
＃
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
番
あ
る
土
井
晩
翠
の
歌
詞
を
、
忠
実
に
全
部
歌
え

る
よ
う
テ
ン
ポ
が
速
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
西
洋
音
楽
の
模
倣
で
は

な
い
、新
し
い
日
本
音
楽
を
創
ろ
う
と
す
る
強
い
意
思
。
そ
れ
は
、

日
本
人
の
心
を
歌
い
上
げ
た
不
朽
の
名
曲
「
荒
城
の
月
」
の
原

曲
に
込
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
古
城
」
と
「
荒
城
の
月
」

　
廉
太
郎
は
幼
少
時
代
を
過
ご
し
た
竹
田
市
の
岡
城
を
は
じ
め
、

い
く
つ
か
の
城
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
曲
し
た
と
い
う
こ
と
が
定

説
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
廉
太
郎
が
東
京
音
楽
学
校
に
入
学
し
た
頃
の
生
徒
た
ち
は
、

当
時
一
流
の
詩
歌
人
で
あ
っ
た
先
生
方
か
ら
作
詩
・
作
歌
も
学
び
、

「
音
楽
家
に
し
て
詩
人
た
れ
」
と
い
う
教
育
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

　
さ
て
、廉
太
郎
が
残
し
た
詩「
古
城
」と
い
う
作
品
が
あ
り
ま
す
。

　
　
君
候
の
住
み
な
れ
し
　
大
殿
い
づ
ら

　
　
武
士
の
侍
ら
ひ
し
　
廣
間
は
い
づ
ら

　
　
　
　
春
霞
か
す
み
か
こ
め
し

　
　
　
　
秋
霧
の
た
ち
か
か
く
せ
る

　
　
　
　
　
　
だ
ゞ

　
　
　
　
　
　
　
　
麥
秀
で

　
　
　
　
　
　
　
　
菽
實
る

　
　
　
　
　
　
あ
な
あ
は
れ
　
　

　
　
　
　『
古
城
』
よ
り

108回忌瀧廉太郎追悼祭
日時　6月29日㈫　13：30～
場所　瀧廉太郎記念館（寺町）
内容　献花、献詩、献歌ほか
主催　瀧廉太郎の歌をうたう会
●お問い合せ
　瀧廉太郎記念館　☎63-0559

瀧廉太郎とライプツィヒの友情
のばら「メンデルスゾーン」も
ぜひご鑑賞ください

僕
は
あ
の
美
し
い
、
ま
ぼ
ろ
し
の
岡
城
趾
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　  

永
遠
に
生
き
て
い
る
の
で
す
か
ら

14広報たけた  平成22年６月号
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こ
の
作
品
の
製
作
年
代
は
不
明
で
す
が
、
対
の
句
で
韻
を
踏

む
よ
う
に
作
詩
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
音
楽
学
校

で
音
韻
学
を
修
得
さ
れ
た
後
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
詩
の
内

容
は
、
作
者
が
星
暗
く
雨
の
細
き
夜
半
の
古
城
を
歩
き
、
廃
城

と
な
っ
た
古
城
の
情
景
と
そ
れ
を
偲
ぶ
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
出
・
富
山
・
大
分
・
竹
田
と
、
父
親
の
仕
事
の
関
係
で
、

い
ず
れ
も
古
城
の
あ
る
城
下
町
を
移
り
住
ん
で
い
ま
す
。
古
城

の
詩
か
ら
は
、そ
う
し
た
生
活
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
、後
の「
荒

城
の
月
」
の
作
曲
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
廉
太
郎
自
身
の
「
古

城
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
窺
え
ま
す
。

　
直
筆
原
稿
に
綴
ら
れ
た
未
完
成
の
長
編
詩「
古
城
」は
、「
兄（
廉

太
郎
）は
岡
城
が
大
好
き
で
、時
間
が
あ
れ
ば
登
っ
て
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
た
と
い
う
、
廉
太
郎
の
実
妹
、
故
・
安
部
ト
ミ
さ

ん
に
よ
り
当
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
詩
の

原
点
は
、
竹
田
・
岡
城
跡
。「
古
城
」
は
竹
田
に
遺
さ
れ
た
宝
物

と
し
て
、「
荒
城
の
月
」
と
と
も
に
大
事
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　歌
い
継
が
れ
る
「
荒
城
の
月
」

　
廉
太
郎
の
実
妹
、
故
・
安
部
ト
ミ
さ
ん
と
親
交
の
あ
っ
た
、

竹
田
市
名
誉
市
民
で
あ
る
故
・
北
村
清
士
さ
ん
（
郷
土
史
家
）

が
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
に
再
版
さ
れ
た
『
詩
情
豊
か
な
岡

城
物
語
』
よ
り
「
岡
城
趾
と
滝
廉
太
郎
先
生
」
の
一
文
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
先
生
が
死
に
直
面
さ
れ
た
時
、「
お
母
さ
ん
、
僕
に
は
、
自
分

の
寿
命
が
よ
く
分
る
。
然
し
僕
が
死
ん
で
も
泣
か
な
い
で
下
さ
い
。

あ
の
「
荒
城
の
月
」
が
世
に
歌
は
る
る
限
り
、
僕
は
あ
の
美
し
い
、

ま
ぼ
ろ
し
の
岡
城
趾
と
共
に
永
遠
に
生
き
て
い
る
の
で
す
か

ら
」
と
、
之
を
最
後
の
言
葉
と
し
て
、
両
親
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

明
治
三
十
六
年
六
月
二
十
九
日
、
息
気
を
ひ
き
と
つ
た
の
で
す
』

　
竹
田
市
名
誉
市
民
　
北
村
清
士
・
著
『
詩
情
豊
か
な
岡
城
物
語
』
よ
り

　
ま
た
、
瀧
廉
太
郎
記
念
館
名
誉
館
長
の
故
筑
紫
哲
也
さ
ん
は
、

「
…
彼
が
や
ろ
う
と
し
て
果
た
せ
な
か
っ
た
世
界
。
つ
ま
り
今
ま

で
残
っ
て
い
る
も
の
の
延
長
線
上
の
先
に
何
が
あ
っ
た
か
。
勿

論
、
一
番
奥
に
は
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
し
、
オ
ペ
ラ
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い

し
。
そ
う
い
う
瀧
廉
太
郎
と
い
う
人
が
や
り
た
か
っ
た
夢
、
み

た
い
な
話
を
聞
き
た
い
な
あ
と
思
い
ま
す
ね
。」
と
い
う
言
葉
を

残
し
て
い
ま
す
。

　
瀧
廉
太
郎
が
果
た
せ
な
か
っ
た
夢
の
原
点
が
こ
の
竹
田
の
地

に
あ
る
と
す
れ
ば
、
廉
太
郎
の
偉
大
な
る
功
績
を
讃
え
る
と
と

も
に
、『
人
が
人
を
育
て
る
場
所
』
で
在
り
続
け
て
ほ
し
い
と
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
荒
城
の
月
」
が
日
本
歌
曲
の
原
点
と
し
て
、

ま
た
日
本
人
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
永
遠
に
歌
い
継
が

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
６
月
29
日
は
、
瀧
廉
太
郎
の

１
０
８
回
目
の
命
日
を
迎
え
ま
す
。

瀧廉太郎と竹田
　瀧廉太郎と云えば竹田、竹田と云えば荒城の月と廉
太郎と、とても深いつながりがあります。多感な少年
期 2 年半余りを過ごした故だと思います。竹田の美
しい自然、また水の流れる音。そして、細やかな人情
味溢れる竹田の人々に囲まれた環境に深い思いがある
と思います。岡城にはよく登ったとも伺っております。
岡城があったからこそ、名曲「荒城の月」（原曲）が生
まれたものと思います。
　「散歩」の曲も岡城を散策した時のものと思いますし、

「四季の瀧」の曲も「魚住みの瀧」のイメージではない
かと思います。おこがましい云い方になりますが、素
晴らしい曲が生まれると云う事は、自然環境と生活し
ている人々の心が触れ合って始めて良い曲が生まれる
ものと思います。
　此のような素晴らしい環境の中で育まれた廉太郎大
おじが音楽の道を志した心をとても理解出来ます。
音楽を愛する人の多い竹田を廉太郎大おじも良かった
と思っていると思います。私も竹田の町をまた音楽を
愛する一人として、陰ながら応援しております。

瀧廉太郎の実妹スミ孫　浅野喜代子（大分市在住）

15 2010年６月発行
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登
山
日
和
に
恵
ま
れ
た
５
月
３
日

に
、
祖
母
山
の
山
開
き
が
行
わ
れ
、

最
年
少
４
歳
か
ら
最
高
齢
70
歳
を
含

め
た
約
１
千
人
以
上
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

山
頂
（
１
７
５
６
㍍
）
で
は
山
頂

祭
が
お
こ
な
わ
れ
、
シ
ー
ズ
ン
中
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

登
山
客
は
新
緑
に
包
ま
れ
た
絶
景

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　第 44 回九州高校女子ソフトボール選手権大会が５月７日
から９日までの３日間、竹田市総合運動公園等で開催されま
した。予選を勝ち抜いた各県２校 16 チームが参加。
　八代東高等学校（熊本県）が悲願達成を狙った神村学園高
等部（鹿児島県）を４－２で破り、10 年ぶりの優勝を飾りま
した。３位は敗者復活戦を勝ち抜いた佐賀女子短期大学付属
佐賀女子高校が入りました。

八代東高が熱戦を制し10年ぶりV！
■第44回九州高校女子ソフトボール大会

↑笑顔で栄冠！八代東高校（門松浩孝監督）

↑満塁ホームランを放ちハイタッチをきめる畑中梨沙選手

粘りのピッチングで抑えたエース ・村山希投手↑

　竹田かぼすクラブと山口県萩クラブとの
ラグビー交流戦が 5 月 15 日、竹田市総合
運動公園で行われました。この交流は、萩
クラブの有田良二さんと竹田市の河室光一
さんが外国航路の船長と機関長という関係
であったことが縁で始まったものです。
　下は 40 歳代（白パンツ）、上は 80 歳代（紫
パンツ）という往年のラガーマンたち。惰
円形のボールを追う姿は、年齢を感じさせ
ないはつらつとしたものでした。

　５月１日から３日間、地元高校野球のレ
ベルアップを狙い、県内外からの硬式野球
チームを招いた「第１回豊肥ベースボール
フェスティバル」が行われました。
　竹田市民球場や直入球場などで竹田高校
野球部が千原台（熊本県）などと４試合を
行いました。夏の大会に向けた強化試合で、
その成果が期待されます。

　

片
ヶ
瀬
自
治
会
で
は
、
地
域
賛
歌

「
白
百
合
の
里
」
誕
生
に
伴
い
、
奇

跡
的
に
復
活
し
た
白
百
合
の
再
生
を

祝
い
、
５
月
９
日
に
小
富
士
神
社
下

原
公
園
で
、
新
緑
白
百
合
祭
り
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
「
美
し
い
花
を
い
つ
ま
で
も
咲
か

せ
ま
し
ょ
う
」。
看
板
に
書
か
れ
た

何
気
な
い
文
字
が
こ
の
地
域
の
心
意

気
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

５
月
18
日
、
看
護
週
間
の
一
環

行
事
と
し
て
「
高
校
生
１
日
看
護
体

験
」
が
竹
田
医
師
会
病
院
、
加
藤
病

院
、
大
久
保
病
院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
久
保
病
院
で
は
、
５
人
の
高
校

生
が
看
護
師
や
介
護
師
等
の
仕
事
を

学
び
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

（
写
真
は
療
養
者
の
足
浴
を
体
験
す

る
高
校
生
）

ラ
グ
ビ
ー
柑
橘
類
対
決
再
び
！

夢
の
甲
子
園
を
め
ざ
せ
！

新緑の祖母山で山開き

白百合の里が再生

看護の心をみんなの心に
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail:taketa@city.taketa.lg.jp）

　

荻
町
に
あ
る
研
修
用
ハ
ウ
ス
施
設

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
を
活
用
し
、

一
般
社
団
法
人
と
ま
と
学
校
が
、
ト

マ
ト
栽
培
に
取
り
組
む
新
規
就
農
者

の
育
成
や
経
営
の
実
証
を
行
い
ま
す
。

　

５
月
10
日
、
関
係
者
に
加
え
、
新

規
就
農
希
望
者
３
名
も
参
加
し
、
同

施
設
で
学
校
の
落
成
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

研
修
期
間
は
２
年
間
。
農
業
振
興

の
起
爆
剤
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
ま
と
の
学
校
が
落
成
式

↑トマト農家として独立をめざす研修生

　竹田市出身の童謡童話作家・佐藤義美顕彰事業とし
て「第 22 回さとうよしみ竹田童謡祭」が４月 29 日（昭
和の日）、竹田市文化会館大ホールで行われました。
　今年は童謡祭から生まれた着ぐるみグループ「劇団
なのはな」が司会進行をつとめ、市民が童謡や紙芝居、
ダンスなどを披露。義美の童謡ファンの市民が参加し
た「さとうよしみ合唱団」や、子どもたちが楽しく絵
を描いた「T シャツふぁっしょんしょー」などで会場
は大いに盛り上がりました。
　また、童謡ファミリーの美声や小心ズのパフォーマ
ンスが童謡祭に華を添えました。

みんなの心に義美の童謡を

←みんなで遊ぼう！
　ぐるぐるどっか～ん！

↑よしみんズの紙芝居
「ウークマ・プーク

マ」　

↑ 手 描 き の T シ ャ ツ
ふぁっしょんしょー

　モデル気分でハイポ
～ズ！

　

５
月
20
日
、
三
重
総
合
高
等
学
校

久
住
校
が
植
物
や
土
を
実
際
に
ふ
れ

て
、
生
命
の
育
み
を
学
ん
で
も
ら
お

う
と
、
都
野
小
学
校
５
年
生
の
児
童

10
名
と
田
植
え
体
験
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち
は
水
の
張
っ
た
田
圃
に

裸
足
で
入
り
、
作
物
専
攻
生
か
ら
手

植
え
の
仕
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
夢

中
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

竹
田
高
等
学
校
器
楽
部
の
「
第
41

回
定
期
演
奏
会
」
が
５
月
４
日
、
竹

田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
歩
未
～
あ
ゆ

み
～
』。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ

ス
ま
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
が
演

奏
さ
れ
、
会
場
の
聴
衆
か
ら
は
、
大

き
な
拍
手
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し

た
。

竹
田
市
椎
茸
品
評
会
が
開
催

　

４
月
28
日
、
乾
椎
茸
の
品
評
会

が
久
住
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
昨
年

を
上
回
る
１
６
８
点
の
中
か
ら
、
天

白
冬
菇
の
部
は
佐
藤
和
代
さ
ん
（
高

城
）、
茶
花
冬
菇
の
部
は
阿
南
和
敏

さ
ん
（
中
角
）、
上
冬
菇
の
部
は
堀

恭
博
さ
ん
（
九
重
野
）、
香
菇
の
部

は
佐
藤
藤
夫
さ
ん
（
高
城
）、
香
信

の
部
は
加
藤
至
誠
さ
ん
（
栢
木
）
が

最
優
秀
賞
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

愛
誠
杯
健
康
ナ
イ
タ
ー

　
　
　
　
　
　

陸
上
大
会

　

５
月
８
日
、「
第
19
回
竹
田
市
愛

誠
杯
健
康
ナ
イ
タ
ー
陸
上
競
技
大

会
」
が
竹
田
市
陸
上
競
技
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
中
学
３
年
生
男
子

３
０
０
０
㍍
で
１
位
と
な
っ
た
倉
野

峻
丞
（
竹
田
南
部
中
学
３
年
）
く
ん

に
愛
誠
杯
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

「
竹
楽
」

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

　

５
月
６
日
、
平
成
21
年
度
た
け
た

竹
灯
籠
「
竹
楽
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
。

　

竹
田
市
長
賞
・「
灯
る
」
吉
田
巧

（
別
府
市
）
／
優
秀
賞
・「
竹
楽
の
日
」

熊
谷
明
（
久
住
町
）
／
佳
作
・「
愛

染
堂
へ
の
竹
楽
」
大
須
賀
信
市
（
静

岡
県
）
／
大
分
合
同
新
聞
社
賞
・「
点

火
開
始
」
中
西
満
里
子
（
大
分
市
）

　荻町新藤にある荻神社で４月 26 日、古くから
伝わる「ゆたて神楽」が行われました。
　しめ縄で腰帯びを巻いた白衣姿の “ ゆたて ”
の２人が神社の境内に置かれた斎庭の窯で沸か
されたお湯を手振り笹（真竹の笹が付いた枝を
束ねたもの）で辺り一面に振り散らしていまし
た。このお湯を浴びると魔除け、疫病除け、長
寿になると云われています。

三重総合高と都野小が田植え体験

未来に向けて、さわやかな演奏響く

↑手振り笹でお湯を勢いよく振り撒き散らす「ゆたて」

熱湯をかぶって無病息災
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の す す め

　４月から竹田温泉花水月に観光関連組織等が同一拠点
に集結しました。
今後はさらに相互の連携効果が期待されます。
このコーナーでは「花水月」発のわくわく情報をお知ら
せしていきます。
＊「知産知消」とは、知っている友人が生産したものを、

遠くの知人を介して消費の輪を広めていくことです。

知産知消
ち　　　　さ　ん　　　　ち　　　　し ょ う

　公社の時代から愛されてきた「わかば」という名称を農村商社でも受け継ぐこととなり
ました。
　皆さんまず、わかばで思い浮かぶのは大根や朝顔などの小さな双葉ではないでしょうか。
　このわかばには小さな芽が未来に向かって大きく両手を広げていくイメージや期待がみ
てとれます。
　今回はアンテナショップの先達からの歴史を踏まえ、気持ちを新たに原点にもどる第 2
世代の「わかば」をイメージしてロゴマークを採用しました。　

１．こだわったのは WAKABA と国際表記を行うと母音の A が 3 つ並んでいることに注目。
　　そう格付けでいう最高級ランクを意味するトリプル A　　
　　　竹田産は最高級のホンモノ志向
　　　　わ　理由あり　ほんものにはワケがある
　　　　か　価値あり　ホンモノには価値がある
　　　　ば　馬力あり　本物にはパワーがある　
２．また A を久住・祖母・阿蘇の三山にみたてて九州本土の最高峰に包まれた竹田をあ

らわしています。
３．また竹田市の幹線として縦横に走る R57・R442 を笹の葉で表現し、三山を取り囲

みつつその枠にとらわれず勢いよく飛び出すカタチとしました。
　このマークの商品やサービスが「知産知消」を実践し九州はおろか海をこえて広がるこ
とを願っています。
　このマークは、各種印刷物はもとより、車両・エプロン・レジ袋・プライスカード・看
板などに活用されます。

農村商社わかば事務局長　佐藤嗣信

めざすものは トリプルA地域イチばん店を

めざします !!

　４月のオープンから 2か月経ちました。菅生の皆さ

んの応援をもらい、やっと独り立ちしてきた感です。

　また、道の駅すごうは、店内を幅広く設計しており

ます。車いすでご来店のお客様には買い物がしやすい

と喜ばれています。

　スタッフの年齢も若く、フレッシュなメンバーで竹

田の農産品や加工品の販売に努め、地域 1番店、そし

て道の駅ナンバーワンを目指して頑張ります。

スタッフ
紹介

道の駅すごう店長

　衛
え

藤
とう

 俊
しゅん

司
じ

さん（荻町在住・42歳）

竹田温泉花水月に特設販売コーナー誕生
　竹田市経済活性化促進協議会では、これまで取り組んできた「地産地加地消」の商品づ
くりから生まれた新商品を、5 月 1 日から竹田温泉花水月内にて販売することとなりまし
た。今年度も 10 数品目の商品開発を計画しており、随時完成した商品の展示をエリアラ
ボたけた（大分銀行前）にて、また、花水月や道の駅各店舗にて販売していく予定です。
　当協議会では、各地域での販売スポットとなる店舗や販売員への商品レクチャーなどを
行い、地域内で竹田市の商品が流通する仕組みづくりに取り組んでいます。
●お問い合せ　　活性化推進室　☎ 62-2122

新商品紹介コーナー 地産地加地消の商品づくり
かりんとう

（工房あゆか：荻町　濱中克己・あつこ夫妻）
　３年前にご主人の故郷である竹田市荻町へＵ
ターンしてきた濱中ご夫妻。ご主人のつくるこ
だわりの自家栽培高原野菜を材料に、奥様が手
作りでかりんとうをつくっています。夫婦二人
三脚、愛情がたっぷりつまったさくさくのかり
んとうは、定番と季節限定を含めて全部で１１
種類の味を楽しむことができます。屋号の「工
房あゆか」には『明日に向かって夢が叶うよう
に』というメッセージが込められています。
●販売先：竹田温泉花水月、道の駅各店、市内

アンテナショップ、カントリーカフェいづみ
や、くじゅう花公園、荻の里温泉ほか

まつや食堂のごまじる
（竹田　まつや食堂　北条誠一）

竹田名物ごまうどん。頑固に手作りされてきた
伝統の味は、手づくりの為１日わずか１７本限
定になっています。当店の先代がスープタイプ
のごまうどんにしてから約５０年、古よりおや
つのように食べ続けられていたものです。ぶっ
かけやうどん・そばはもちろん、しゃぶしゃぶ
等の鍋物にも相性ピッタリです。風味付けにか
ぼすを加えても美味な万能ダレになります。
●販売先：まつや食堂、あわや、竹田温泉花水

月、道の駅各店ほか

食育ツーリズム　竹田市経済活性化促進協議会

　　　　   食育ツーリズム（新パッケージ事業）の岡城魅力づくり研究会に参加してきた岡城会館では、2 階レスト
ラン部分を新たに活用して、 竹田の食の魅力を提供するチャレンジショップの参画者を募集しております。 詳しくは、
岡城会館（☎ 63-3051）までお問い合わせください。

おしらせ

　

す
ご
う
う
ど
ん
が
人
気

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜
〈
６
〉

東
京
大
学
景
観
研
究
室
修
士
課
程
２
年

佐
多
祐
一

　

街
を
歩
け
ば
水
路
が
美
し
く
光
を

反
射
さ
せ
、
街
の
外
に
出
れ
ば
一
面

に
広
が
る
棚
田
の
中
を
井
路
が
縦
横

無
尽
に
伸
び
る
。
地
方
都
市
の
住
宅

街
で
、
田
ん
ぼ
は
市
街
地
の
中
に
浮

い
た
よ
う
に
存
在
し
、
目
に
す
る
水

と
い
え
ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
面
張
り

の
川
と
い
う
環
境
で
育
っ
た
自
分
に

と
っ
て
、
街
の
中
に
小
さ
な
水
路
が

巡
っ
て
い
る
様
子
は
考
え
る
だ
け
で

も
心
躍
る
よ
う
な
気
分
に
な
る
。
ま

た
街
の
水
路
と
農
村
の
井
路
が
、
竹

田
と
い
う
場
所
や
風
景
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
想
像
す

る
こ
と
は
、
と
て
も
魅
惑
的
に
感
じ

ら
れ
た
。 

　

そ
ん
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
ま

ず
は
ひ
た
す
ら
井
路
を
辿
る
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
井
路
全
体
は
複
雑
且

つ
長
大
で
、
全
て
を
見
て
回
る
こ
と

は
不
可
能
だ
っ
た
が
、
出
来
る
限
り

竹
田
中
を
車
で
走
り
回
っ
た
。
時
に

は
「
熊
注
意
」
と
書
か
れ
た
草
む
ら

に
分
け
入
り
、
時
に
は
車
一
台
分
あ

る
か
な
い
か
程
度
の
道
を
出
口
の
存

在
も
確
か
め
ず
に
突
き
進
み
、
そ
の

結
果
行
き
止
ま
り
や
、
道
が
細
す
ぎ

て
進
め
な
く
な
る
場
面
も
何
度
か

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
先
に
ひ
っ

そ
り
と
あ
る
井
路
や
、
取
水
口
や
、

棚
田
の
美
し
い
風
景
を
見
つ
け
る
の

は
本
当
に
楽
し
く
、
夢
中
に
な
っ
て

い
た
。 

　

そ
う
や
っ
て
井
路
と
い
う
モ
ノ
を

ひ
た
す
ら
追
い
求
め
て
い
く
こ
と

で
、
人
の
存
在
が
朧
げ
な
が
ら
見
え

て
く
る
。
そ
れ
は
、
堰
や
水
門
を
開

け
閉
め
す
る
機
械
に
始
ま
り
、
井
路

の
傍
に
お
か
れ
て
い
る
木
の
仕
切
り

や
、
そ
れ
を
は
め
る
溝
、
或
は
生
活

と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
水
車

や
、
昔
は
炊
事
等
で
も
使
っ
て
い
た

こ
と
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
井
路
に

連
結
し
た
僅
か
な
ス
ペ
ー
ス
が
、
人

と
水
と
そ
れ
を
繋
ぐ
モ
ノ
の
関
係
を

教
え
て
く
れ
る
。
風
景
は
モ
ノ
だ
け

が
創
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ

に
暮
ら
す
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
人
達

自
身
や
そ
の
暮
ら
し
が
風
景
に
も
滲

み
出
る
よ
う
な
も
の
な
の
だ
と
思
う
。

　

竹
田
の
風
景
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
竹
田
に
暮
ら
す
方
々
を
理
解
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
の
は
ず
だ
。

竹
田
と
は
遠
く
離
れ
た
東
京
と
い
う

場
所
で
生
活
す
る
自
分
達
が
竹
田
の

事
を
少
し
で
も
知
る
た
め
に
、
現
地

を
訪
れ
た
際
に
は
な
る
べ
く
地
元
の

方
と
話
す
機
会
を
つ
く
り
、
風
景
の

鍵
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
い
と
思

う
。

今月のひと

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
私
を
変
え
て
く
れ
た

九州高校女子ソフトボール選手権大会に出場した

赤
あ か

嶺
み ね

　優
ゆ

花
か

(昭和学園高等学校２年・17歳)

　

歴
史
の
あ
る
『
九
州
高
校
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
』。
九
州
各
県

代
表
２
校
が
出
場
で
き
る
こ
の
大
会
に

お
い
て
、
大
分
県
代
表
と
し
て
出
場
す

る
昭
和
学
園
高
等
学
校
の
赤
嶺
優
花
投

手
（
竹
田
中
学
校
出
身
）
は
、
初
戦
、

熊
本
県
文
徳
高
等
学
校
を
相
手
に
先
発

を
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
で
の
マ
ウ
ン
ド
に
、
極
度
の
緊

張
が
う
か
が
え
た
立
ち
上
が
り
。
中
盤

か
ら
徐
々
に
調
子
が
上
が
っ
て
き
ま
し

た
が
、打
線
の
援
護
が
な
い
ま
ま
、２
ー

０
で
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。

　

ま
た
敗
者
復
活
戦
で
は
、
先
発
投
手

が
ピ
ン
チ
を
迎
え
、
緊
急
登
板
に
も
関

わ
ら
ず
ロ
ン
グ
リ
リ
ー
フ
。
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
は
自
信
が
な
い
と
言
い
な
が
ら
も

２
打
数
２
安
打
を
放
ち
、
非
凡
な
セ
ン

ス
を
魅
せ
つ
け
ま
し
た
。

　

母
理
恵
さ
ん
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

だ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
現
在
、
昭

和
学
園
高
校
で
寮
生
活
を
送
り
な
が
ら
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
漬
け
の
毎
日
を
過
ご
し

て
い
る
。

　

憧
れ
は
、
２
０
０
８
年
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
上
野
由
岐
子

投
手
。
世
界
で
戦
っ
た
、
あ
の
鮮
烈
な

印
象
は
、
優
花
さ
ん
の
心
に
今
も
残
っ

て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
大
会
で
貴
重
な
体
験
を
積
ん
だ

優
花
さ
ん
の
目
標
は
「
３
年
生
と
一

緒
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
行
き
た
い
！
」。

（
５
月
末
予
選
開
始
）

　

今
も
進
化
を
続
け
る
17
歳
。
今
後
の

さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

「敗れたけど、いい経験になりまし
た。次につながるように努力して
いきたい。」と語る赤嶺優花さん
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黒
野
勘
六
は
明
治
17
年

（
１
８
８
４
）
に
竹
田
町
で
黒

野
猪
吉
郎
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
生
家
が
酒
や
醤
油

の
醸
造
を
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
醸
造
に
興
味
を
持
ち
東
京

帝
国
大
農
芸
化
学
科
（
現
東

大
）
を
経
て
、
大
学
院
に
進
み

醸
造
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
卒

業
後
は
同
校
の
講
師
を
務
め
な

が
ら
、「
清
酒
の
腐
敗
に
関
す

る
研
究
」
を
提
出
し
て
農
学
博

士
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

研
究
が
認
め
ら
れ
、
大
正
10
年

（
１
９
２
１
）
文
部
省
派
遣
と

し
て
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア

メ
リ
カ
に
留
学
を
し
ま
し
た
。

特
に
ド
イ
ツ
で
醸
造
学
を
習
得

し
て
、大
正
12
年
（
１
９
２
３
）

に
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
蔵
省
醸
造
試
験
所
技
師
や
専

売
局
酒
精
部
長
な
ど
を
歴
任
し

て
、
醸
造
の
研
究
や
指
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。
退
官
し
て
か
ら

は
、
常
盤
醗
酵
産
業
を
設
立
し

て
い
ま
す
。

　

酒
だ
け
で
な
く
、
普
段
な
に

げ
な
く
食
べ
て
い
る
味
噌
の
見

分
け
方
や
保
存
方
法
な
ど
、
研

究
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

味
噌
の
香
り
は
、
同
量
の
湯
に

溶
か
し
て
嗅
ぐ
と
、
明
瞭
に
味

覚
を
鑑
別
で
き
る
そ
う
で
す
。

醤
油
に
つ
い
て
は
、
昭
和
４
年

（
１
９
２
９
）
に
醸
造
目
標
を

掲
げ
、
品
質
向
上
と
価
格
の
低

減
を
図
り
、
世
界
の
調
味
料
と

し
て
市
場
拡
大
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

醸
造
に
関
す
る
研
究
の
合
間

に
は
趣
味
の
俳
句
を
楽
し
み
、

郷
里
の
稲
葉
川
に
縁
を
感
じ
る

「
稲
水
」
の
号
を
持
ち
、
脱
俗

超
凡
な
句
を
好
ん
で
詠
ん
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。（

本
田
耕
一
）

参
考
資
料　

味
噌
と
醤
油
の
話

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

醤油を世界の調味料に　黒
くろ

野
の

勘
かん

六
ろく

竹
田
市
立 

荻
保
育
所

自
然
の
中
で　

の
び
の
び
と

　

大
自
然
に
囲
ま
れ
た
園
舎
、
広
々

と
し
た
園
庭
で
０
歳
～
５
歳
ま
で
74

名
の
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
４
月
に
柏
原
保
育
所
と

統
合
し
て
、
荻
地
区
内
に
あ
る
唯
一

の
保
育
所
で
す
。
荻
地
域
体
育
祭
や

老
人
体
育
祭
、
防
火
パ
レ
ー
ド
な
ど

に
参
加
し
て
地
域
の
み
な
さ
ま
に
温

か
く
見
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
声
を
か
け

な
が
ら
近
く
に
あ
る
桜
山
公
園
（
愛

称　

石
こ
ろ
公
園　

写
真
①
）
や
福

祉
健
康
セ
ン
タ
ー
の
公
園
に
散
歩
に

行
き
ま
す
。
５
歳
児
に
な
る
と
町
の

あ
ち
こ
ち
を
探
索
し
て
回
り
、
３
～

４
㎞
く
ら
い
平
気
で
歩
け
る
く
ら
い

足
腰
が
丈
夫
に
な
っ
て
き
ま
す
。

特
徴
あ
る
保
育
と
し
て

リ
ズ
ム
あ
そ
び
を
し
て
い
ま
す
。

ピ
ア
ノ
の
音
に
あ
わ
せ
て
素
足
で
思

い
っ
き
り
走
っ
た
り
、
ジ
ャ
ン
プ
し

た
り
、
バ
ラ
ン
ス
と
っ
た
り
…
…
全

身
を
動
か
し
開
放
感
を
満
喫
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
満
足
そ
う

で
す
。

　
「
ア
ー
お
腹
す
い
た
！
」
と
言
い

な
が
ら
給
食
を
食
べ
ま
す
。
写
真
で

紹
介
し
て
い
る
の
は
、
カ
メ
の
ポ
ー

ズ
で
す
。
見
て
く
だ
さ
い
。（
こ
の

し
な
や
か
な
身
体
）
こ
れ
は
結
構
む

ず
か
し
く
て
、
お
と
な
が
す
る
と
身

体
が
硬
く
て
、
こ
う
い
う
曲
線
は
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。（
写
真
②
）

　
伝
承
遊
び
を
大
切
に

　

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
遊
び

は
、
指
先
を
使
う
の
で
子
ど
も
た

ち
の
発
達
に
と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
り

ま
す
。
折
り
紙
、
あ
や
と
り
、
お
手

玉
、
コ
マ
ま
わ
し
、
手
作
り
の
凧
あ

げ
、
時
に
は
竹
馬
や
、
ま
り
つ
き
な

ど
も
し
て
い
ま
す
。
ま
ま
ご
と
遊
び

も
大
好
き
で
す
（
写
真
③
）

　

祖
父
母
か
ら
孫
へ

　
　
　

父
母
か
ら
子
へ　
　
　
　
　

　

日
本
の
文
化
を
大
切
に
す
る
子
ど

も
へ
育
っ
て
欲
し
い
と
い
う
職
員
の

願
い
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

（
赤
木
真
由
美
）

①桜山公園にて

②
カ
メ
の
ポ
ー
ズ

黒野勘六氏

　

③
石
器
時
代
？

　
　

ど
ん
ぐ
り
を
石
で
た
た
い
て
ま
ま
ご
と
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母
子
保
健
推
進
員
を

紹
介
し
ま
す

　

竹
田
市
で
は
地
域
で
妊
婦
さ
ん

や
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
と
、
子

育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
た
め
、

各
地
区
一
名
を
母
子
保
健
推
進
員

に
委
託
し
活
動
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
乳
幼
児
健
診
や
妊

婦
教
室
に
つ
い
て
電
話
で
対
象
者

に
お
知
ら
せ
し
た
り
、
出
生
児
の

家
庭
訪
問
を
行
い
、
絵
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
育
児
の
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
教

室
で
の
託
児
や
介
助
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

母
子
保
健
推
進
員
に
は
守
秘
義

務
が
あ
り
、
相
談
の
内
容
や
情
報

が
他
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎　
　
　
　

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
脳
炎
の
予
防

接
種
は
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え

て
い
ま
し
た
が
、
安
全
性
が
確
立

さ
れ
た
た
め
第
１
期
の
予
防
接
種

の
積
極
的
勧
奨
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
３
歳
児

を
対
象
に
積
極
的
勧
奨
を
行
い
ま

す
。
し
か
し
、
生
後
６
か
月
か
ら

７
歳
６
か
月
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
て

も
定
期
予
防
接
種
（
無
料
）
と
し

て
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
が
で

き
ま
す
。
不
明
な
点
は
、
健
康
増

進
課
（
☎
６
３
ー

４
８
１
０
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

竹 田 市 健 康 増 進 課  ☎63-4810
荻支所いきいき市民課  ☎68-2214
久住支所いきいき市民課  ☎76-1419
直入支所いきいき市民課  ☎75-2211

緑の豆まめポテトサラダ

〈材料〉４人分
新じゃが　大 2 ～ 3 個（約 400g）
新玉ネギ　　　　　　1 ／ 4 個
そら豆　　　　　　　12 粒
絹さや　　　　　　　８枚
さやいんげん　　　　８本
ゆで卵　　　　　　　２個
レモン汁　　　　　　小さじ１
プレーンヨーグルト　大さじ３
マヨネーズ　　　　　大さじ２
マスタード　　　　　小さじ１
塩　　　　　　　　　少々
こしょう　　　　　　少々

今月の食材：さやいんげん
　「いんげん」という名前は、江戸時代に来日した明の
僧「隠元（いんげん）」が持ち込んだからと言われてい
ます。いんげん豆は成熟した豆を乾燥させてから食べ
ますが、「さやいんげん」は緑色のさやと未熟な豆を一
緒に食べることができるので、ビタミンＡ、Ｂ１、Ｂ２、
Ｃ、タンパク質、鉄、カルシウムなどが一度に摂取でき、
この時期にとりたい食材です。見た目はあまり変化し
ませんが、時間とともに香りや甘味は減っていきます
ので、新鮮なうちに調理しましょう。

〈作り方〉──────────────────
①じゃがいもは丸ごと茹で、火が通ったらザルに上げ、

皮をむいて熱いうちに粗くつぶし、レモン汁を混ぜ
ておく。

②玉ねぎは薄切りにして塩もみし、ゆで卵は粗く刻む。
③豆類は沸騰した湯で塩茹でし、ザルに上げて扇いで

冷まし、色鮮やかに仕上げる。長いものは食べやす
く切り、そら豆はうす皮をむく。

④ヨーグルト、マヨネーズ、マスタードを混ぜ合わせ、
材料を和えて、塩、こしょうで味を調える。

新生児の家庭訪問

●平成22年度母子保健推進員名簿
地　区 名　　前 自治会
竹 田 川　合　節　子 殿 町
岡 本 大　塚　美恵子 羽 恵
明 治 舩　越　きよか 上 平 田
豊 岡 工　藤　信　子 鏡
玉 来 工　藤　明　美 東
松 本 佐　田　繁　子 栃 鶴
入 田 堀　　　敏　子 笹 尾
嫗 岳 後　藤　美　臣 吐 合
宮 砥 内　田　惠　子 次 倉
菅 生 大　塚　敏　江 戸 上 南
宮 城 後　藤　月　代 上 坂 田 東
城 原 甲　斐　祐　子 上 深 迫

荻 森　　　末　子 馬 場
柏 原 後　藤　ふき子 西 福 寺
久 住 白　石　ミドリ 青 柳
白 丹 木　村　千香子 杉 の 原
都 野 田　中　シズカ 古 屋 敷
長 湯 大　塚　清　美 栃 原
下 竹 田 森　山　節　子 橘 木

接種できる
期間

標準的な
接種期間

１期
初回

生後６か月
～ 90 か月 ３歳

１期
追加

生後６か月
～ 90 か月

（１期初回終
了後おおむ
ね１年おく）

４歳

〈
市
内
で
接
種
で
き
る
医
療
機
関
〉

・
伊　

藤　

医　

院 

☎
75
ー

２
２
２
２

・
大
久
保
病
院 

☎
64
ー

７
７
７
７

・
久
住
加
藤
医
院 

☎
76
ー

０
０
０
８

・
佐　

藤　

医　

院 

☎
68
ー

２
０
０
５

・
竹
田
診
療
所 

☎
62
ー

４
０
１
４

・
竹
田
医
師
会
病
院 

☎
63
ー

３
２
４
１

・
竹
田
市
立
こ
ど
も
診
療
所

　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
63
ー

３
８
３
８
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■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

図書館から
６月の
お知らせ

６月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

※カレンダー中の白抜きの
　日が休館日です。

日時　６月９日㈬
　　　14:00～
場所　竹田市総合
　　　社会福祉センター

ブックスタート

今月の新刊のご案内
〔一般の本〕
・遍路みち　　　　　　　　　　　　　　　　津村　節子
・不等辺三角形　　　　　　　　　　　　　　内田　康夫
・ボーダー（ヒートアイランド４）　　　　　垣根　涼介
・すれ違う背中を　　　　　　　　　　　　　乃南　アサ
・ローカル線で温泉ひとりたび　　　　　　たかぎなおこ
〔子どもの本〕　　　　
・新13歳のハローワーク　　　　　　　　　　村上　　龍
・えいご･のはらうた　　　　　　　　　 　 くどうなおこ
・もものすけのあさごはん　　　　　　　やまちかずひろ
・とうちゃんなんかべーだ！　　　　　　　　伊藤　秀男

ほか30冊ほど購入しました

日時　6月16日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園
　　　えほんのへや

おはなしルーム

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

おはなしのへや

日時　6月22日㈫
　　　10:00～
場所　荻福祉健康エリア

おはなし広場

「司書おすすめの一冊」

「ちいさな言葉」
俵　万智（岩波書店）

「サラダ記念日」で知ら
れる歌人が母になり、子
どもと、言葉のキャッチ
ボールを楽しみながらの
日々を綴ったエッセイで
す。柔らかな感性、母と
しての優しさが溢れてい
る一冊です。

未来を見すえ　牛と生きる････････････････････････････････････････2
新しい道があらためて始まっている････････････････････････････････4
土砂災害から身を守ろう　６月は「土砂災害防止月間」です･･････････6
農村回帰に弾み！集落支援員を委嘱ほか････････････････････････････8
７月から、おおいた広域窓口サービスを開始します･･････････････････9
平成21年度下半期の予算執行状況をお知らせします／シリーズほろにが･････10
市長コラム⑪『有由有縁』･･･････････････････････････････････････12

　　【別冊 たけたん情報】　６月のこよみ、たけたん情報

国際人・廣瀬武夫のブロンズ像建立へ･････････････････････････････13
108回忌瀧廉太郎追悼祭／まちの話題／知産知消のすすめ／ＴＡＫＥＴＡＮＦＡＣＥ今月のひ
と（赤嶺優花）／竹田雑感／ぼくたち・わたしたちの学びや／まるごと博物館／保健だ
より／食育レシピ／図書館情報／誕生おめでとう／プクサン

ふるさと風韻（平嶋純恵）･･･････････････････････････････････････23

（前月比）
人　口　25，529 人（＋　 5 人）
　男性　  11,875 人（＋　 7 人）
　女性　  13,654 人（－　 2 人）

（前月比）
世帯数　10,602世帯（＋38世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成 22 年４月 30 日現在）

「ころんちゃん」
まつなりまりこ（アリス館）

ころーんてねてるこだれですか？
かわいいころんちゃ
んの絵本です。
寝返りやおすわりが
できるようになった
ころに「ころん　こ
ろん」。心がほんわ
かしてくるよ！

　
　
市
民
の
皆
様
へ

　
こ
の
た
び
は
市
職
員
に
よ
る
２
度
に
わ
た
る
道
路
交

通
法
違
反
で
、
市
民
の
信
頼
を
損
ね
た
こ
と
に
対
し
て

謹
ん
で
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
再
発
防
止
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に

対
す
る
信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

竹
田
市
長
　
首
　
藤
　
勝
　
次
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大
学
進
学
の
た
め
に
竹
田
を
離

れ
て
、
22
年
が
経
ち
ま
し
た
。
東

京
で
就
職
、
結
婚
し
、
竹
田
で
過

ご
し
た
時
間
よ
り
離
れ
て
い
る
時

間
の
方
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

今
で
も
竹
田
で
過
ご
し
た
日
々
が

懐
か
し
く
、
そ
し
て
鮮
明
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
年
に
１
度
、
竹
田
の
実
家

へ
帰
省
し
て
い
ま
す
。
毎
年
帰
る

度
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
竹

田
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
合
併
、
新
し
い
観

光
（
花
公
園
、
花
水
月
等
）
が
で

き
、「
竹
楽
」
も
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
町
中

が
少
し
閑
散
と
し
て
き
て
い
る
の

が
寂
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
は

３
月
の「
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
」

に
主
人
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

主
人
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
、
私
は

５
㎞
コ
ー
ス
で
す
。
数
年
前
か
ら

走
り
始
め
、
東
京
や
、
関
東
近
郊

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
て
い
ま
す
。

最
近
の
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
に
よ
り
、

各
大
会
へ
の
参
加
者
は
大
幅
に
増

え
て
い
ま
す
。
名
水
マ
ラ
ソ
ン
も

今
年
は
史
上
最
多
の
申
込
数
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
１
８
０
０
人
も
の
ラ
ン

ナ
ー
が
竹
田
の
自
然
の
中
を
走
り

ま
し
た
。
竹
田
市
文
化
会
館
を
出

発
し
、
魚
住
ダ
ム
を
横
に
見
な
が

ら
走
り
ま
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の

コ
ー
ス
は
神
原
の
渓
谷
等
を
走
る

コ
ー
ス
で
す
。
名
水
マ
ラ
ソ
ン
の

よ
う
な
渓
谷
の
中
を
走
る
マ
ラ
ソ

ン
は
全
国
に
も
そ
う
多
く
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
九
州
で
一
番
過
酷

な
コ
ー
ス
と
ブ
ロ
グ
に
書
い
て
い

る
人
も
い
る
く
ら
い
高
低
差
の
激

し
い
コ
ー
ス
で
す
が
、
８
割
に
近

い
人
が
完
走
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

主
人
も
私
も
無
事
完
走
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

竹
田
に
住
ん
で
い
た
18
年
間
、

自
然
は
あ
た
り
ま
え
に
あ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
上
京
し
て
、
満
員
電

車
で
通
勤
し
、
高
層
ビ
ル
の
中
の

オ
フ
ィ
ス
で
１
日
中
パ
ソ
コ
ン
に

向
か
う
生
活
の
中
で
、
自
然
の
大

切
さ
、
偉
大
さ
、
良
さ
を
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
が
注
目
さ
れ

る
現
在
、
竹
田
の
豊
か
な
自
然
は

貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

く
じ
ゅ
う
連
山
、
祖
母
山
な
ど

の
山
々
、
竹
田
湧
水
群
、
久
住
高

原
な
ど
竹
田
に
は
雄
大
な
自
然
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
自
然
の
中
を
走

る
マ
ラ
ソ
ン
や
、
緑
や
花
が
い
っ

ぱ
い
の
「
花
公
園
」
の
よ
う
に
、

イ
ベ
ン
ト
や
施
設
も
自
然
と
の
共

存
が
、
こ
れ
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

が
ず
っ
と
竹
田
に
住
ん
で
い
た
ら

気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
名
水

マ
ラ
ソ
ン
で
ラ
ン
ナ
ー
が
気
持
ち

よ
く
走
れ
る
よ
う
働
い
て
く
だ

さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、天
気
の

悪
い
中
、
沿
道
で
力
強
い
応
援
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
て
も
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
の

一
人
と
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
も
今
年
以
上
に
盛
大
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

竹
田
の
良
さ
を
活
か
し
、
こ
れ
か

ら
の
竹
田
市
が
飛
躍
さ
れ
る
こ
と

を
遠
く
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

竹田市は、夢と理想と志を思い起こさせるまちである。

　竹田市出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、

　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

雄
大
な
竹
田
の
自
然

平
ひら

 嶋
しま

  純
すみ

 恵
え

略　歴
1968 年　竹田市生まれ
　　　　  竹田小学校、竹田中学校、竹田高校卒業
1987 年　埼玉大学教育学部入学、1991 年卒業
1991 年　第二電電株式会社（現：KDDI 株式会社）へ入社
1998 年　結婚
　　　　  結婚後も仕事を続け、現在は携帯電話の契約業
　　　　 務を担当　東京都在住。
　　　　 趣味：ジョギング、読書、書道

題字／草刈樵峰

平嶋夫妻も参加した「岡の里名水マラソン大会」
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／

い
づ

み
印

刷
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は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

　

山
地
の
や
や
湿
っ
た
林り

ん

下か

の
半は

ん

陰い
ん

地ち

に
生
育
す
る
高
さ
10
㌢
ほ
ど

の
多
年
草
で
す
。
全
体
が
軟な

ん

毛も
う

に

お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。
草く

さ

丈た
け

が
低

い
の
で
葉
に
よ
く
土
が
付ふ

着
ち
ゃ
く

し
て

い
ま
す
。

　

葉
は
卵
形
の
全ぜ

ん

縁え
ん

（
ふ
ち
に
鋸き

ょ

歯し

が
な
い
）
で
茎く

き

の
上
部
に
２
な

い
し
３
対つ

い

の
大
小
の
葉
が
対
生
し

て
つ
き
、
大
き
い
も
の
で
長
さ
６

㌢
、
幅
が
４
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

初
夏
の
頃
、
葉よ

う
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郷土の植物 （256）

阿孫　久見
第63回

イナモリソウ（アカネ科）

平成21年６月生まれ 誕生日　親
（自治会）

「青
あお

　葉
ば

」
深緑に匿われた青葉瀬。
せせらぎが奏でる歌声は、
生命の響き。
撮影・デザイン／竹 蔵　TAKEGURA
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平成22年７月

に１歳の誕生

日を迎えるお

子さんの写真を

募集します！

秘書広報係
☎ 63-1043

問
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本　　庁　☎0974-63-1111
荻 支 所　☎0974-68-2211
久住支所　☎0974-76-1111
直入支所　☎0974-75-2211 2010 6
第 16 回南河内ほたる祭り
　日時　6 月 5 日㈯ 15：00 〜
　場所　南河内公民館周辺
　内容　・子ども神楽、農産物バザー、
　　　　　ほたる米の抽選ほか
　　　　・ホタル鑑賞会（20:00 〜）
●お問い合せ
　ほたる祭り実行委員会　☎ 68-3474（菅八郎）

染色教室を開講します！
　平成 22 年 4 月 1 日に開所をしました大分県立芸術文
化短期大学「竹田キャンパス」（旧下竹田小学校）に常
駐しています同大学の非常勤講師　前田　亮二氏による
染色教室を 6 月から下記のとおり、開講します。
　「文化の地産地消」。地方の文
化と普段なかなか触れることの
ない文化との融合です。
まさに「水無月」に相応しい生
活に根付いた時期での開講です。
多くの市民のみなさんの参加を
お待ちしています！
　なお、「竹田キャンパス」に前田講師の作品を展示し
ていますので、是非鑑賞をしてください。
【染色内容】
　・染色全般（藍染め、型染め、蝋染め等をゆっくり学

び、バッグ、ストール及びＴシャツ等を染めていき
ます。）

【曜日・時間等】
　①隔週　木曜日コース（第２週・第４週）　
　　例：6月10日㈭　6月24日㈭
　②隔週　土曜日コース（第２週・第４週）　
　　例：6月12日㈯　6月26日㈯
　③時間　14：00〜17：00
　＊６月から、毎月、上記２コースで来年の３月まで開

講します。
【費　用】
　・3,000円／月（小学生以下は、2,000円／月）
　＊ただし、別途布代等の材料費の負担があります。
【場　所】
　・大分県立芸術文化短期大学「竹田キャンパス」（旧

下竹田小学校　竹田市直入町大字上田北2012番
地）　

【講　師】前田亮二氏
　大分県立芸術文化短期大学　非常勤講師
　新制作協会　会員
●お問い合せ
　竹田市教育委員会　学校教育課
　☎0974-63-4833（直通）　担当：広瀬
　芸短大竹田キャンパス　☎0974-78-1577
　前田講師（携帯）090-9778-0182

“ 武夫ウォーク ” に参加しませんか。
　嚶鳴フォーラム（10 ／ 22・23）に向けて、今月よ
り毎月第 3 日曜日に、廣瀬武夫縁の地などをめぐる “ 武
夫ウォーク ” を開催します。

（軽装でご参加ください。雨天決行）
期　日　 6 月 20 日㈰　第 3 日曜日
場　所　歴史資料館 8：30 集合
コース　西の宮・由学館門—瀧廉太郎記念館—廣瀬家墓

地（武夫、有巣かつ西南戦争など）—自治会館（休
憩）—生誕の地—勤皇志士群—そうぞうの丘（中
川栖山）—廣瀬神社（記念館）解散 11：30

参加料　500 円（資料代など）
お申込み・お問い合せ
　　　　竹田市観光ボランティアガイド委員会
　　　　☎ 63-2638（協力／廣瀬武夫顕彰会）

竹田市健康づくり推進大会
日時　6 月 27 日㈰　12：30 受付　13：30 開会
場所　竹田市総合社会福祉センター
内容　・介護予防音頭「竹田しゃんしゃん音頭」
　　　・講演「竹田市の現状　〜がん統計より〜」
　　　　（講師）血液内科学専門医　坂下千瑞子先生
●お問い合せ
　市健康増進課　☎ 63-1111（内線 173・174）

歴史資料館　　　　　　　　　  　  ☎63-1923

〔開館時間〕9：00 〜 17：00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合

は開館）
○企画展「田能村竹田と近代の南画家たち」　
　5 月 13 日㈭〜 7 月 4 日㈰ 2 階展示室 A
　南画家の巨匠、田能村竹田の作品を中心に、近代の南
画家たちを紹介します。現存する竹田最古の作品『河豚
図』を展示しますので、ぜひこの機会にご覧ください。

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕9：00 〜 17：00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日
　　　　　（月曜日が祝日の場合は開館）
○『写団久住万作の会写真展』　
　　 6 月 1 日㈫午後 〜 6 月 13 日㈰　
　隠れた久住の四季折々の姿を撮影した作品、約 50 点
を展示。（久住万作の会　☎ 76-0541）
○『布と私たちの大好きなもの　ミカミカとクルミ』
　　6 月 16 日㈬〜 6 月 27 日㈰
　布を中心にした作品です。（藤本美織☎ 66-2331）
○『文化財指定の植物展』（仮）
　　6 月 30 日㈬〜 8 月 1 日㈰
　（文化財管理センター　☎ 66-3618）

たけたん情報　平成22年６月号
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月間・週間
6 月 1 日㈫〜 7 日㈪は、水道週間です
　竹田市上水道事業では、「水道に　寄せる信頼　飲む
安心」をスローガンに、竹田市管工事協同組合の協賛に
より、給水設備の点検活動を行います。
　健康に直接影響する水道水の水質基準は年々厳しく
なっていますが、水道課では安全な水の供給に努めてい
ます。貯水槽を使用して各戸に給水している場合は、タ
ンクの清掃や定期的な水質検査等、適正な管理を行って
ください。
  なお毎月 1 日から 10 日の間、水道メーターの検針を
行っています。量水器の上に物を置いたり、犬の放し飼
いをしないようにし、検針業務にご協力をお願いします。
また、水道料金のお支払いは便利な口座振替をご利用く
ださい。
●お問い合せ　竹田市水道課　☎ 63-1046

6 月 1 日㈫〜 7 日㈪は、ＨＩＶ検査普及週間です
１　エイズ（後天性免疫不全症候群）とは
　　　ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウィルス）に感染して起こ

る病気です。ＨＩＶに感染すると、身体を病気から
守る免疫が弱まり、様々な病気に掛かりやすくなり
ます。この状態をエイズと言います。ＨＩＶ感染者
は年々増加しており、日本では 1 日に 4 人の割合
で感染者・患者が発生しています。

２　ＨＩＶ感染は予防できます
　　　ＨＩＶは性行為以外の日常生活では感染しません。

正しくコンドームを使用することはエイズや他の性
感染症の予防に有効な手段です。

３　ＨＩＶ検査を受けましょう
　　　豊肥保健所は、事前予約制で匿名・無料の検査を

行っています、検査受付から 1 時間程度で結果を
お伝えできます。

　6 月 8 日㈫、豊肥保健所にてＨＩＶ夜間検査（17：
00 〜 19：00）を実施します。事前予約制ですので、希
望される方は保健所までお問い合わせください。
●お問い合せ
　豊肥保健所地域保健課　☎ 0974-22-0162

6 月 6 日㈰〜 12 日㈯は、危険物安全週間です
『危険物　事故は瞬間　無事故は習慣』
　目　　的　危険物の保安に対する意識の高揚及び推進

することにより、各事業所における自主保
安体制の確立を図ります。

　実施方針　竹田市内の危険物施設に対し、消防署が立
入検査を実施します。

　実施の重点　①危険物施設のおける保安体制の整備促進
　　　　　　②危険物に関する知識の啓発普及
　　　　　　③危険物保安功労者の表彰
●お問い合せ
　竹田市消防本部警防課危険物係　☎ 63-0119

年行・イベント
第 2 回五感でめぐる直入町探訪
テ　ー　マ　竹田市直入地域の散策
目　　的　地元の方や識者とともに探訪『美しい直入地

域』を深く知ることを目的とします。
日　　時　6 月 26 日㈯ 9：00 〜　昼食後、解散

対　　象　市民のみなさん
集合場所　竹田市文化会館 9:00 集合　
　　　　　久住、直入地域の方は
　　　　　万象の湯、駐車場　9:20 集合
参　加　料　500 円（昼食 1,200 円）
●お問い合せ・お申込み
　竹田市観光ボランティア委員会
　（観光ツーリズム協会竹田支部内）☎ 63-2638

年　金
厚生年金・国民年金を受給されているみなさまへ
　年金の支払い（振込）通知書をお送りします。
　支払い（振込）通知書（ハガキ）は、年 1 回毎年 6 月に、
翌年 4 月までの各支払い予定日の支払額を記載してお
送りしています。
　今年度は年金額の改定がありませんので、改定通知書
は送付されません。
　なお、支払（振込）通知書は原則として年 1 回しか
お送りしていませんので、大切に保管してください。
●お問い合せ
　日本年金機構大分年金事務所　☎ 097-552-1211

金融・消費
賃金業法が大きく変わります！
平成 22 年 6 月 18 日改正法が施行され、
・借入総額が「年収３分の１」を超える場合、新規の借

入れができなくなります。
・借入れの際、基本的に、年収を証明する書類が必要と

なります。年収を証明する書類がないと、借りられな
くなる場合がありますので注意してください。

■法律の詳しい内容は……
　［金融庁］http://www.fsa.go.jp/" http://www.fsa.go.jp/
借入れや返済のお悩みは、お早めに相談を！
　消費者ホットライン（消費生活相談窓口）
　　☎ 0570-064-370
　金融庁・金融サービス利用者相談室
　　☎ 0570-016-811
　　☎ 03-5251-6811

募　集
虹色サマースクールに参加してみませんか
　竹田市、豊後大野市にお住まいの障がいのある子ども
たちを預かり、ボランティアのみなさんと楽しい夏休み
を過ごしていただくために、下記の内容で「虹色サマー
スクール」を実施します。
　参加者及びボランティアを募集します。みなさまのご
応募をお待ちしております。 
参加者募集

実施場所　豊後大野市大野町矢田 1634（旧南部小学校・
旧南部幼稚園）

実　施　日　7 月 27 日㈫〜 8 月 27 日㈮までの間、20 日間
　　　　　※ 7 月 28 日㈬は竹田支援学校で実施します。
参加費用　1 人 1 日 500 円（その都度、徴収します）
対　象　者　支援学校、特別支援学級に在籍している児童、

生徒
募集期限　7 月 15 日㈭ 17 時まで

2010年６月発行
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ボランティア募集
　障がいのある小中高の児童、生徒さんに理解を示し、
子どもたちといろんな遊びをして過ごしていただける高
校生以上の方であれば、年齢性別は問いません。
　なお、虹色サマースクールを開校するにあたって、ボ
ランティア事前研修会を行います。
ボランティア活動時間　 8:30 〜 17:00 頃まで
募集期限　 7 月 15 日㈭　※以降も受付できます。
●お問い合わせ・お申込み先
　竹田市福祉事務所福祉係　☎ 0974-63-4811　
　荻支所いきいき市民課　　☎ 0974-68-2211
　久住支所いきいき市民課　☎ 0974-76-1111
　直入支所いきいき市民課　☎ 0974-75-2211

韓国語講座の受講生募集
　竹田市中央公民館では、韓国語講座を開講します。
　7 月から月 2 回（第 1・3 水曜日）開催予定です。興
味のある方は、是非お申し込みください。
●お問い合せ・お申し込み
　竹田市中央公民館　☎ 63-1044

国民宿舎直入荘の業務員を募集します
　国民宿舎直入荘では、接客や調理補助、清掃を行う業
務員（非常勤嘱託職員）を募集します。
１．勤務条件等
　　給与・休暇：市の規定による
　　勤 務 時 間：交替制
　　　　　　　　① 6:30 〜 15:30　② 13:00 〜 21:00
　　社 会 保 険：法定制度適用
　　任 用 期 間：採用日から平成 23 年 3 月 31 日まで
　　＊詳細な条件は面接時に説明します。
２．募集人数　1 名
３．資格・年齢制限等

平成 4 年 4 月 1 日までに生まれた人で、普通自動
車運転免許証をお持ちの方

４．お申込み・お問い合わせ
　　国民宿舎直入荘　☎ 75-2288
＊面接日時、必要書類については、申込時に調整します。
　採用者が決定次第募集は締め切らせていただきます。

豊肥地域（豊後大野市・竹田市）
ヘルパー養成研修（2 級課程）受講生募集
対　象　者　年齢 58 歳〜 60 歳代の方で、豊後大野・竹

田市内の居住者で就職意欲のある方
募集期間　8 月 2 日〜 9 月 17 日
実施場所　エイトピアおおの（豊後大野市三重町市場 870-2）
実施期間　9 月 24 日〜 12 月 7 日の間　25 日間
募集人員　25 名　　（多数の場合は抽選）
受　講　料　無料
●お申込み・お問い合せ
　㈳豊肥地域シルバー人材センター　☎ 0972-23-3001

講　習
■安全衛生推進者養成講習
日　時　6 月 29 日㈫〜 30 日㈬　8：50 〜 17:00
場　所　豊後大野市中央公民館
受講料　8,400 円とテキスト代 1,260 円

■玉掛け技能講習
日　時　7 月 23 日㈮、26 日㈪、27 日㈫
　　　　8：50 〜 16：50

場　所　豊後大野市中央公民館および三重町内
受講料　23,100 円とテキスト代 1,500 円
●お問い合せ・お申込み
　㈳大分県労働基準協会豊後大野支部☎ 0974-26-4115

学校支援
学校支援ボランティア募集
あなたの趣味や特技を生かしてみませんか？
□学校支援ボランティアとは？
　子どもたちの教育のために役立ちたいという熱い思い
を持って、学校の教育活動や学習環境整備などを支援す
る【ボランティア活動】です。
※無償の活動で、お礼は子どもの笑顔とありがとうの言

葉です！
□例えばこんな支援活動があります！
　○学習補助
　　実技指導の補助（水泳、調理、ミシン、習字、音楽、

昔の遊びなど）
　　校外学習の引率補助（社会見学、遠足、登山など）
　○専門的な知識や経験を生かす
　　郷土芸能、伝統芸能、地区の歴史、伝えたい知恵、

読み聞かせ、パソコン、教材や教具の修理・作製、
楽器の演奏など

　○環境整備や施設の維持補助
　　花壇の整備、飼育小屋つくり、施設の補修、運動場

の整備、木の剪定、草刈り、掃除、図書の整理、登
下校時のパトロールなど

　お問い合わせは、下記にお電話いただくか、直接おい
でください。お手伝いできる日をお尋ねします。
　登録していただいた方には、学校から要望があった場
合、コーディネーター（各中学校区に 1 名配置）から
連絡をいたします。
　竹田中学校区……………生涯学習課　☎ 63-4817
　竹田南部中学校区………生涯学習課　☎ 63-4817
　緑ヶ丘中学校区…………荻 公 民 館　☎ 68-2025
　久住中学校区……………久住公民館　☎ 76-0717
　都野中学校区……………久住公民館　☎ 76-0717
　直入中学校区……………直入公民館　☎ 75-2240

スポーツ
大分県民ＤＡＹ！
大分トリニータホームゲームへ県民を無料招待
対象試合：平成 22 年 7 月 18 日㈰ 18：00 〜
　　　　　ヴァンフォーレ甲府戦
対　象　者：大分県民（10 月にも招待を予定しています

が一人 1 回限りです。）
招待内容：トリニータシートへ 4,000 人程度を招待（応

募者多数時は抽選）申し込み：往復はがきに
希望者全員の住所、氏名、電話番号、年齢（小・
中・高校生は学年）を記入し、6 月 30 日㈬

（消印有効）までに、　㈱大分フットボールク
ラブ『大分県民ＤＡＹ招待事業係』

　　　　　〒 870-0126  大分市大字横尾 1629 番地）へ。
※ 1 枚のはがきに 5 名まで連記可能。未就学児は無料

なので応募は不要
※会場の大分銀行ドームまでの交通手段は各自で確保
※返信用はがきの宛先に申込み代表者の住所、氏名を記入
●お問い合せ
　大分県文化スポーツ振興課　☎ 097-506-2056

たけたん情報　平成22年６月号
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〜
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〜
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〜
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岡
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岡

6月
16

日
㈬

明
治

6月
17

日
㈭

玉
来

竹
田

市
体

育
セ

ン
タ

ー
（

竹
田

市
文

化
会

館
横

）
6月

18
日

㈮
玉

来
6月

21
日

㈪
嫗

岳
嫗

岳
分

館
6月

22
日

㈫
菅

生
菅

生
農

村
環

境
改

善
セ

ン
タ

ー
6月

23
日

㈬
宮

砥
宮

砥
分

館
〈

体
育

館
〉

※
１
　
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
歩
こ
う
会
　
☎
62
-2
50
1（
山
本
会
長
）

※
２
　
お
問
い
合
せ
　
岡
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。
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チ
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が
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付
期

間
　

平
成

22
年

７
月

２
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ず
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②
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③
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援
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問
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９
時

　
　

　
　

　
（

土
日

祝
日

は
午

前
９

時
〜

午
後

６
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葉
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鉄
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、
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］
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［
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。
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仲
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❻

福　祉
里親になりませんか「里親制度説明会」開催
　里親とは、様々な事情により自分の家庭で生活を送る
ことができない子どもを家庭に迎え入れ、温かい雰囲気
の中で豊かな愛情をもって育ててくださる方のことで、
特別な資格は必要ありません。
　期間は、数日から数年まで様々で、児童養護施設等に
入所している子どもをお盆やお正月に預かる「トライア
ル里親」も募集しています。
　「里親制度説明会」開催しますので、関心のある方は
お気軽にお越しください。
日　時　6 月 23 日㈬　10：30 〜
場　所　竹田市総合社会福祉センター
参加費　無 料
●お問い合せ
　大分県中央児童相談所　☎ 097-544-2016
　竹田市福祉事務所　　　☎ 63-4811

介護保険
介護保険負担限度額認定証の更新が必要です
　介護保険施設（特別養護老人ホーム、介護老人保健施
設、介護療養型医療施設）、ショートステイ（短期入所生
活介護、短期入所療養介護）のサービスを利用する場合、
市民税非課税世帯の人などは課税状況や年金収入の状況
に応じて、申請により居住費（滞在費）および食費の利
用者負担を軽減する負担限度額認定が受けられます。
　現在交付している負担限度額認定証の有効期限は６月
30 日です。
　引き続き認定を受ける場合は、７月１日〜７月 31 日
までに保険課又は各支所いきいき市民課で申請をしてく
ださい。
　なお、新しく該当となる人の申請は、随時受け付けて
います。
●問い合わせ先
　竹田市保険課介護保険係　☎ 63-1111（内線 138）

相　談
全国一斉「子どもの人権 110 番」相談強化週間
　秘密は厳守します。お気軽にご利用ください。

日　　時　６月 28 日㈪〜 7 月 4 日㈰
　　　　　平日 8：30 〜 19：00
　　　　　土日 10：00 〜 17：00
電話番号　0120-007-110
相談内容　学校におけるいじめ、体罰、児童虐待、児童

買春など、子どもに関する人権問題　
担　当　者　人兼擁護委員、法務局職員
●お問い合せ
　大分地方法務局人権擁護課　☎ 097-532-3368

平成 22 年度「聞こえとことばの教育相談会」
　大分県立聾学校では、聞こえやことばが気になるお子
さんについての巡回教育相談会を実施します。気軽に相
談にお越しください。
日　時　8 月 26 日㈭　9：30 〜 15：30
会　場　竹田教育事務所 31 会議室
●お問い合せ　大分県立聾学校　☎ 097-546-2111

ごぞんじですか！検察審査会
　交通事故等の犯罪の被害に遭ったが、検察官がその事
故を起訴してくれない。このような不満をお持ちの方は。
大分検査審査会事務局（大分市荷揚町 7 番 15 号　大分
地方裁判所内　☎ 097-532-7161）にお問い合わせくだ
さい。

生活支援
竹田市生活道路整備支援事業補助金について
１　趣旨

　竹田市は、市民が安心で安全な生活を確保するため
に必要な生活道路の整備対策として、自治会が、国・
県及び市の管理下にない道路で、かつ、自治会内の集
落関係者が共同で管理している道路の拡幅工事を行う
場合、予算の範囲内において補助金を交付します。（平
成 20 年度から今年度までの 3 か年事業）

２　事業内容
（補助の対象となる道路）

⑴生活道路の幅員が狭小であるため、消防自動車若し
くは消防積載車、救急自動車又はごみ収集車等（以
下「緊急車両等」という。）の進入を著しく阻害し
ている道路

⑵生活実態のある民家 5 戸以上が受益を有する道路。
ただし、個人用の道路を除く。

⑶道路幅員がおおむね 2．5 ｍ以下の道路
（補助の対象となる工事及び経費）

⑴生活道路の拡幅のために必要な工事とし、維持補修
的な工事は含まないものとします。

⑵補助対象経費は、前項の工事に係る経費のうち直接
工事に要する経費とします。

（事業期間）
　⑴事業期間は、単年度とします。

（補助率）
⑴補助率は 2 分の 1 以内とします。ただし、1 地区の

補助金は 50 万円を限度とします。（例えば 110 万
円の事業費の場合、自治会負担金 60 万円・市補助
金 50 万円となります。）

●お問い合せ  竹田市総務課行政係 ☎ 63-1111（内線 212）

保　健
精神保健（うつ病）家族教室のご案内
　うつ病の回復には薬での治療のほか、十分な休養やス
トレスを減らすなどの環境調整が大切であり、周囲の方
の理解が欠かせません。身近にいるご家族は「どのよう
に接したらよいか」など様々な不安や心配を抱えている
ことと思います。
　そこで、うつ病で治療中の方のご家族を対象に、うつ
病について理解を深め、ご本人との関係を円滑にする方
法やどう支えていくかについて、家族同士の学習の場と
して家族教室を開催します。ご参加をお待ちしています。
日時・内容（２日間コース）

１日目 6月9日㈬ 13：30　
〜16：00

・うつ病の知識について
・家族の現状について

２日目 7月14日㈬ 13：30　
〜16：00

・体験発表
・家族の心の健康について

場　所　大分県こころとからだの相談支援センター
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●お申込み・お問い合せ
　大分県こころとからだの相談支援センター
　☎ 097-541-5276

狩　猟
狩猟免許試験講習会

狩猟免許の取得を希望する方は受講してください
◇網猟・わな猟
　①日時　７月 17 日㈯　10：00 〜 16：30
　　場所　 大分県林業会館〔大分市〕
　②日時　８月  8 日㈰　10：00 〜 16：30
   　場所　豊後大野市中央公民館
◇第一・二種銃猟
   日　時　７月 18 日㈰・19 日㈪　10：00 〜 16：30
　場　所　大分県林業会館〔大分市〕

受講内容
法令、狩猟鳥獣の判別、猟具の取り扱い、実技受講料
○網猟、わな猟、第一種銃猟、第二種銃猟
　網猟及びわな猟、第一銃猟及び第二種銃猟は、各々

7,000 円
○網猟、わな猟及び第一種銃猟、網猟、わな猟及び第

二種銃猟
  網猟、わな猟及び第一種銃猟並びに第二種銃猟は、

各々 9,000 円
受付期間   ７月 1 日㈭〜７月 9 日㈮

●お問い合せ
　竹田市猟友会事務局（西尾）　☎ 0974-63-2131

平成22年度狩猟免許試験
◇第一種銃猟・第二種銃猟
　①日時　８月８日㈰　9：00 〜 17：00
　   場所　大分県庁舎（正庁ホール）
　②日時　10 月 2 日㈯　9：00 〜 17：00
　　場所　 大分県庁舎（正庁ホール）
◇網猟、わな猟
　①日時　 8 月 7 日㈯　9：00 〜 17：00
　　場所　 大分県庁舎（正庁ホール）
　②日時　 9 月 12 日㈰　9：00 〜 17：00
　　場所　 大分県竹田総合庁舎（大会議室）
　③日時　 10 月 3 日㈰　9：00 〜 17：00
　　場所   大分県庁舎（正庁ホール）
受付期間
　①７月 12 日㈪〜 7 月 23 日㈮
　②８月 23 日㈪〜 8 月 31 日㈫
　③９月 ９ 日㈭〜 9 月 22 日㈬

手数料
○すでに狩猟免許をうけ、その有効期間内に他の狩猟

免許をうけようとする者は、一件につき 3,900 円
○新たに狩猟免許を受けようとする者は、一件につき

5,200 円
必要書類

○医師の診断書または銃砲所持許可証の写し
○写真
　（一件につき一枚。無帽、大きさ縦 3㌢ × 横 2.4㌢）
○ 80 円切手を貼った返信用封筒 1 通

●お問い合せ
　大分県豊肥振興局　農山村振興部　森林管理班（塚本）
　☎ 0974-63-1174
＊紙面の都合により、内容等について省略したお知らせ

があります。詳しくは、各お問い合わせ先にお尋ねく
ださい。

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①工務技術者 1 人 18.0 〜 30.0 万　②牧場内作業員 5
人 12.0 万　③ホームヘルパー 1 人 14.0 〜 17.0 万　④
洋食調理 1 人 15.0 〜 20.0 万　⑤養豚作業員 1 人 13.1
〜 20.8 万　⑥介護支援専門員 2 人 22.5 〜 25 万　⑦経
理事務及び喫茶業務 1 人 14.0 〜 20.0 万　⑧タクシー
乗務員 1 人 13.4 〜 21.4 万　⑨農作業員 3 人 14.0 万　
⑩接客係 1 人 13.0 〜 17.0 万　⑪看護助手 2 人 12.5 〜
12.8 万　⑫ボイラー監視作業員 1 人 15.0 〜 20.0 万　
⑬調理員（竹田市）2 人 11.4 〜 12.3 万（パート）⑭ホー
ル係 1 人 15.0 〜 30.0 万（パート）⑮接客、調理補助
及び清掃 1 人 13.4 万

〔パート求人（時給）〕
⑯清掃員 1 人 790 円　⑰製造スタッフ 2 人 750 〜 800
円　⑱送迎運転手 1 人 800 円　⑲魚類パック詰作業員
1 人 700 〜 750 円　⑳販売員 2 人 650 円　㉑集配作業
員 1 人 800 円　㉒客室清掃 1 人 650 〜 700 円　㉓介護
職員 1 人 700 〜 750 円　㉔遊戯施設係 1 人 700 円

◆大分県教育庁文化課からお知らせ
　広報たけた５月号に掲載しました「平成 22 年度銃
砲刀剣類登録審査会日程」の登録に関する問い合わ
せの電話番号に誤りがありました。訂正しておわび
申し上げます。

（誤）0 9 7 - 5 3 6 - 5 4 9 8
（正）0 9 7 - 5 0 6 - 5 4 9 8

❼たけたん情報　平成22年６月号
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注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだ
けそこで診てもらうようお願いします。

　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院
へ電話連絡したうえで受診をしてください。

　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合

は診療します。

小児科外来休日当番院
当 番 日 医療機関 電話番号

６月 ５ 日㈯ みやわき小児科（三重町）      0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

６月 ６ 日㈰ 公立おがた総合病院          0974-42-3121

６月 12 日㈯ みやわき小児科（三重町）0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

６月 13 日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

６月 19 日㈯ みやわき小児科（三重町）0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

６月 20 日㈰ みやわき小児科（三重町）0974-24-0230
６月 26 日㈯ 竹田市立こども診療所 0974-63-3838
６月 27 日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

受付時間　8:30 〜 11:30（こども診療所は 9:00 〜 11:30）
診療時間　9:00 〜 12:00
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○大分県立三重病院　http://www.oita-miebyo.jp/
○豊　肥　保　健　所　http://www.pref.oita.jp/12086/
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

6 月 6 日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400
6 月 13 日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
6 月 20 日㈰ 高山歯科医院（殿町〔竹田〕） 0974-63-2561
6 月 27 日㈰ 長湯ごとう歯科（直入）　 0974-75-3001
7 月 4 日㈰ 長湯ごとう歯科（直入）　 0974-75-3001
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話
で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、
あらかじめ用意されて約束処方となることがありますので、ご了
承ください。

休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　 ☎ 64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 〜 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 〜 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 〜 21:00

たけたケーブルテレビ
竹田の話題がまるごと観られるのはＴＣＴだけ !!

◇たけた市民チャンネル特番
・第22回さとうよしみ竹田童謡祭
　『なのはなといっしょ』

放送日
6月12、19、26日㈯、7月3日㈯
17:00〜20:00

　４月29日（祝・木）に、竹田市文化会館で行われました、
さとうよしみ竹田童謡祭の模様をお届けします。今年も
子どもたちが主役となり、Tシャツファッションショー
や童謡ファミリーコンサートが行われました。かわいい
子どもたちの活躍を、ぜひご覧ください。

・竹田地域学センター  由学館設立記念フォーラム

放送日
6月13、20、27日㈰、7月4日㈰
14:00〜16:00

　５月16日㈰に行われました、竹田地域学センター
　由学館設立記念フォーラムの模様をお届けします。第
18代中川家当主で京都大学名誉教授、中川久定先生の記
念講義や、京都大学教授、松田先生による記念講演など
をご覧になり、竹田の地域学を深めてみませんか。

・旭化成陸上部専属トレーナー
　渡辺なおみさん　特別講演

放送日
6月13、20、27日㈰、7月4日㈰　17:30〜19:00
　４月22日㈭に行われました、旭化成陸上部専属トレー
ナーによる、渡辺なおみさんの特別講演の模様をお届け
します。「発育・発達コンディショニングで子どもの夢
と可能性を」と題してお話をしていただきました。ぜひ、
ご覧ください。

●お問い合せ  竹田市ケーブルネットワークセンター  ☎76-1415

2010年６月発行
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